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肺結核に及ぼす氣象の影響に関す る研究
や

(その4)季 節 と 自覚 症 状

囲立小諸療養所(旧 國立東京第一病院小諸分院)

ノ」、 大日 静 男

1緒 言

肺結核患者の自覚歌に及ぼず季節の影響を論 じ

た ものは未だ無い｡唯 今迄には早艦に於ては一般

に種々な臨床症歌が増悪するので白覚症歌 も増加

すると云われている｡G.Schrδder(1)は この氣

象的原因としてこの頃に多V・不蓮続線の通過に注

目している｡

私は年を週期 として去來 してその季節の氣象的

腎性を決定する最 も有力な因子である氣團を目標

に採 ウ上げ、一方入院中の肺結核患者について同

一人 を出來得るかぎり長期聞に亘つて侮 日調査す

ることによつて表題の闘 係を調べた｡

黛象の生体に及ぼす影響はさらに細か く分析的

にみてゆ くと不蓮続線の影響が浮び上つて來る｡

これに関 してはすでにこの研究の(そ の1②)で

報告 し、自覚的症歌は前線通過前に増加 し通過後

に速に減少することを証明 した｡又 患者の血沈 を

毎日測定 して1ケ 年聞切れ目な く続 く1本 の曲線

を作るとこの曲線は去來する氣團と密接な関係 を

ボ して変動するが、 この事 実 に つ いては(そ の

3(3))と して報告 した｡自 覚症状の季節変動 を論

するに当つては常に血沈曲線と互に比較しながら

論述する｡｡

II氣 象歌況特 にi氣團とその決定 、

荒川(4)に從つて日本 を訪れ る氣團を四つに分類

した｡分 類に当つては当院氣象部に於ける地上観

測値と氣象台発行の天氣図 を南V・た｡研 究が行か

灘

れた昭和21年5月 より翌年6月 に到る闇に去來

した氣團とその支配期闇はこの研究の(そ の3>

の第1図 に示 した｡又 その間の主な氣象要素の動

きも曲線 として画いてある"(第1図 …本誌前号第8

頁参照)一
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長野縣北佐久郡小諸町海抜975mの 浅闇高原

にある表記病院中の患者 を任意に選んで昭和21

年5月23日 より翌年5月27日 に到る1ケ 年余

に亘つて調査 した｡全 期闇を通じて毎 日平均25

名、同一づ占者 をlll束るだけ長期に亘つて調査する

ように努めた｡1ク 年を通 じて被検者は74名 で

ある｡

自覚症状調査に当つては第1表 に示す調査表 を

毎日患者に渡 し当日の訴 えに○ を附けさせ、後集

めて資料とした｡

Tワ 研 究 成 績

(A)自 覚症歌

調査表に記載 してある自覚症 駅 之 しては感冒

感、倦怠感、疲労感、熱感、頭重、頭痛、咽頭痛

肩凝、脊部疲労感、脊痛、胸部不快感、繭部痙痛、

心悸充進、呼吸促進、胃部膨満感、腹部重感、腹

部疹痛、下痢、便秘、盗汗、睡眠否、咳噸多、の

23症朕である｡毎 日集めた調査表上、患者が記入

した○の数を調査患者数で平均 してその日の自覚

症歌の値とした｡(そ ¢>3)の 第1図 の二重線によ

つて表わした曲線はこの1ケ 年の経過 を示 してい

る｡今1年 を通じて曲線 を概観すると、オホーツ

ク海及び小笠原氣團が入れ変 り流入する晩春より

初夏にかけ自覚症曲線は大きく振れつ 蕊徐 々に上

昇 し、有力な小笠原氣團(9)が 流 入して完全な

夏型氣数配置となるに及んで安定する｡9月 初 め
　

揚子江氣團(11)が 流入すると、それに一致 して

相当念な曲線で減少するゲ揚子江氣團内では大体

氣圧の高低に平行 した動 きを示 し全体に年 を通 じ

て もかなbの 低値を保つ◇10月 末 シベ リヤ氣團

(13)が 流入する曲線は上昇するがその振巾は比

較的小さい(血 沈値と全身的病感(後 述)に は影

響を認めない)｡冬期間の揚子江下流境に発生 した

移動性高氣圧には余 り影響 されない｡2月 末より
■

の揚子江氣團(27,28)の 流入時に小 さな山を作

るほか振幅 も少さく経過するが南支に発生 した移

動性高氣圧(31)の 支配に俘い一時的に上昇大き

な振幅 を示 し闇 もな く安定する｡

以上の如き動 きのなかで特に興味がある点を血

沈曲線と比較 しなが ら述べると、

1)8月 初 めの有力な小笠原氣團流入時(9)

に自覚症は増加するが、血沈 は顯 著 な下降 を來
'

す｡

2)9月 初め揚子江氣團流入時(11)に は自覚

症、血沈共に滅少する｡-

3)10月 末 シペリヤ氣團流入時(13)に 自覚症

は檜加するが卑沈値は逆に著茗な低下｡濯

4)シ ベ リヤ高氣圧の勢力の一A時的減少にi当つ

て流入する揚子江下流地方に発生 した移動性高氣

圧(15,17,19,21,23)の 影響は、自覚癒に対

しては一・定の法則を示 さないが、血沈値はこれに

慮 じて顯著な上昇を來す｡

5)春 の本格的揚子江氣團流入(29)に 際 して

は自覚症はむしろや 製減少するのに反 して血沈麓

は顯著な上昇 を示 して叫る｡

(B)全 身的な感 じ

こ 玉で全身的な感 じと云 うのは調査表で左下に

まとめてある爽快.快 、軽快感、普通、不快 を云 う｡

健康者で も例えば蒸 し暑V・と不快 を感するが結核

患者はこの鍾の天氣や季節に対する感 じ方 も著 し

い様である｡又 この場合全身的に不快であつて も

必すしも具体的な肩疑 りや胸痛を訴 えるとはか ぎ

らす この逆 も叉然 りであつて、自覚症 と全身的な

感 じとは必す しも平行 しないことは臨床的観察か

らも明瞭である｡吻 難

集計に当つては"爽 快"よb"不 快"ま でに1

か ら5の 番号 を附け、○印のついた番 号を調査患

者数について平均 してその日の値とした｡第1図

について平均 してその日の値 とした｡第1図 の黒

の実線がこれであり、曲線の上昇は不快の方向へ

の動きを示している｡1年 を通 じての平均は4.20

73で4.0の 値が普通 を示すか ら、全体 としては

やや不快の方へ傾いている｡こ の曲線 を図上で概

観すると、5月 末"普 通"か やや"快"の 方へ傾

むいていた全身感は6月 に入 リオホーツク海氣團

と揚子江氣團(1,2,3)の 去來する頃"普 通"を

中 心 に大捷 な動揺 を示 しつ 日 年間の平均であ

る"や や不快ηの高さに達する｡有 力な小笠原氣

團が流入(7,9)す ると相当著明に曲線の1時 的

上昇があるが聞 もな く安定する｡

揚子江氣團が流入(11)す ると一時的に上昇す
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るが 本 格的 の 快 とな る(12)と 振 幅 も小 さ く、 時

に は"普 通"よ り"快"に 近 づ く こと もあ る｡10

月 に入 り氣 温 や 相 当温 位 の急 降 が 始 まる と動 揺 を

始 め る｡12月 、1月 中の 移動 性 高氣 圧 の去 來(15,

17,19,21,23)に は 一｡致して 曲 線 上 昇 が あ り、

"不 快"を 訴 え特 に(19
,21,23)に 顯 著 で 、 こ

の動 揺 の た め に1年 を通 じ て 特 異 な 山 を作 つ い
メ

る｡こ の動揺は次第に振幅を減 じ全体 として徐々

に下降 して奪 を迎えるが4月 初めより"快"の 方

向への動揺が目立つて來て、下旬の大規模な移動

性高氣圧(32,33)が 流入して極めて平穏姦日が

続 くと曲線は顯著な谷 を作 り"快"の 感 を訴 える

日も多い｡

以上の1ケ 年の動 きで特に興味がある点を要約

すると、

"1)1年 を通 じてその曲線に二つの山と二つの

谷 を認める｡即 ち"普 通"或 は"快"と 感する季

節は春と秋であり、夏と冬は"不 快"に 傾V・てい

る｡.

2)秋 と森は夏と冬に比べて動描が少い｡こ の

時期は揚子江氣團(春 、27,28,29,30,31と 秋

12)に 韓換 してから共に約1ケ 月の間であり、秋

に先行する夏の暑 さと春に先行する冬の寒さが共

に減 じて來る時期に一激 している｡こ の関係ほ氣

温と濫度感覚(後 述)の 曲線か らも明瞭である｡

一方血沈は秋は一時減少 して後平坦 となり、春は

増茄を続けている時期である｡

(C)温 度感覚
一 暑 さ塞さの感 じが実際の褒境氣温 と平行 しない

ことは常識である｡こ のため種々の氣象要素 を組

合せた り特殊な計器による指度でこれを定量的に

扱 う試みがなされているが未だ完全な もの は無

い｡そ こでこの調査に当つてはその日に受けた暑

さ寒 さの体温的な感 じを基 とする患者の訴 えを、

蒸暑、暑、暖、適、涼、寒、冷、に分類 し、これ

に基礎iを置 く最 も素朴な方法を取つた｡調 査表か

らの集計に当つては 「全身的な感じ」と同様"蒸

暑"か ら"冷"に 至る7階 級に1か ら7ま での番

号 を附け、これを被槍患者数で平均 してその日の

値とした｡か くして1年 を通 じて"蒸 暑"か ら
〃冷・・ までの闇を動揺する曲線が得 られ友｡第1

図の二重線がこの曲線であり、曲線の上昇は暑い

方向への動きを示 している｡

この曲線が氣温と平行する こ とは 当然である

が、氣團 とその轄換に注目して論する場合、それ

まで支配していた前の氣團と現在の氣團 との氣象

的條件、特に体感氣温の差 を生体 を通 じて温度感

覚として描写する事になるので、相当誇張 して画

くことがIH來 た｡

次に1年 を通 じてこの曲線の動きを追求 してみ

る｡

6月 から8月 に掛けてオホーツク海氣團(T,

6,8)と 小笠原氣團(4,7,9)と の交互の流入に

当つて大きな山と谷 を繰返 し"適"か らや や
"涼"と"暖"か ら"蒸 暑"と の聞 を大きく氣團

韓換に一致 した動きを示 している｡こ の時期の動

揺は1ケ 年 を通 じて最 も振幅 の 大 きい ものであ

る｡8月 下旬揚子江性の大陸氣團が発達 を始める

(10,11)の に慮 じて下降を開始 した曲線は中等

度の振隔で徐 々に下降、この聞9月 中は"適 「tの感

を與える｡1年 中で最 も塞冷感 を與 える時期は12

月申頃か ら春の揚子江氣図流入に一致する2月 の

下旬であり、この期間は温度体感的には最 も安定

した時期となつてV・るび冬期聞の数腱に亙る一時

的移動性高氣圧流入(15,17,19,21,23)に は

殆んど影響されないことは興味がある｡曲 線は春

の揚子江氣團流入(28,29)に 一致 して上昇を始

めるが/'適"の 感 を得る様になるのは4月 下旬で

あるが、この頃には不連続線通過に一致する寒冷

感 を表わす深V・谷を作つている｡

以上の動きで興味のある点は

1)こ の様にして表iわした曲線は体感氣湿的に

氣團縛換 とその支配の様相 を氣温,和 当温位等に

比べて相当誇張 して現わす｡こ れは特に海洋性氣

團である北方のホホーツク海氣團と南方の小笠原

氣團に顯著である｡｡

2)さ らに8月 末の海洋性氣團から大陸牲氣團

への韓換 と、2月 末のその逆の場合に も著 しい｡

3)シ ベ リヤ氣團弱化に俘い現われる移動性高

氣圧は殆んど影響 を與えない｡

4)6,7,8,月 頃は、11,12,1,2,3月 に比

べて即ち海洋性氣團支配下は大陸性氣團支配下に

一 一3一
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於けるよりも温度感覚は不安定であり、夫々の氣

團流入に慮じて大きく変動する｡

5)病 院所在の海抜1000米 の浅闇高原の氣候

は'暖","暑","蒸 暑"感 を與える時期 よりも'掠",
"冷"感 を與 える時期がはるかに永い

｡ .

なお温度感覚 と自覚症 との間の相関 を見ると殆

んど相関関係は認められないが、自覚症歌を2分

してこの研究の(そ の1)に 詳記 した様に中毒症

歌と紳経反射症駅とに分け、夫 々との相関係数を

求めると、前者との相関係数は γ二十〇.25後 者

とのそれは γ=-O・19と なつた｡係 数その もの

は少さいが2っ の症歌群が温度感覚に対 して反対

の相関を持つことは興味がある｡

V総 括

肺結核患者の自覚症朕に及ぼす季節の影響を研

究するに当つて、吾國の四季の特徴 を決定する最

も大きな因子となる氣團を目標として採用 し、一

方被検量 として23の 自覚症歌、全身的病感 と温

度感覚 を定量化して用いた｡被 検量探取に当つて

は多数(1日 平均25名)の しか も全調査期間 を

,通じて及ぶかぎり同・・・・…一一人(総 被検者74名)を 長
ケ

期間蓮続的に毎 日調査する様に努力した｡
　れ

その結果 をこの研究の(そ の3)で 詳記 した血

沈②季節的変化と合せ氣團刷に綜括すると、

1>小 笠原氣團:血 沈は1時 下降後に安定、自

覚症状はやや増加の傾向、常に不快感があり、"蒸

暑"な いし'讐 い"感 が持続する｡

2)オ ホーツク海氣團:血 沈に対する影響は不

明｡自 覚症欣は滅少の傾向｡"普 通"に近い軽度の

不快感 を訴え、氣團の本質上流入すると著 しい冷

涼感 を與え、小笠原氣團との交代に特に顯著であ

る｡

3)秋 の揚子江氣團:小 笠原氣團に入れ更 り秋

を來す｡流 入するとこれに慮 じて血沈値は氣温 と

平行 して下降を開始 し後に安定｡同 時に自覚症状

は顯著な滅少を開始 し後に安定する｡不 快感は次

第に少 くな り体感的に快適な感 じを與 えるが、時

期が進むに從つて著 しい冷涼感を與える日が不連

続線通過に際 して現われる｡

4)シ ペ リヤ氣團:流 入すると血沈値は顯著な

下降 をみ、聞 もな く1年 中の最低値 を示す｡自 覚

症はがなり壇加 し後に安定する｡"塞"な いし"冷"
せ

の感 を與先るが、ある日には暖か く或 る日には非

常な塞冷と云肇うような変動は少い｡

5)シ ベ リヤ氣團の一時的減少に俘 う揚子江性

の移動性高氣圧支配:流 入に一致 して血沈値の上

昇 と全身的な不快感が増加するが之に反 して自覚

症の増加 はみられない｡又 温度感覚に も著変はな

bo

6)春 の揚子江氣團:流 入すると直ちに血沈値

増加 を開始 し、以後殆ん ど氣湿の増 加 と平 行す

る｡自 覚症は一時壇加後にや 鼠滅少、全身的には

時に"普 逓"よ り"快"に 傾む くこともある｡温

度感覚は流入 と一致 して壇加を開始 し、中等度の

弛張を示 しつつ次第に"塞 冷"感 より"適"に 近

づ く｡

以上の様に各種の氣 團には夫々の特徴があ り」

それに磨 じて影響の様相 を異にすることが明瞭に

なつた｡こ の場合 ある氣團固有の影響を色々に変

化させ る原因としては、それ まで支配 していた氣

團が問題になる｡こ の彩細 両氣團の質的な差が及

ぼす影響は生体が薪氣團に順懸 して行 く速 さとそ

の態度によつて更に複雑になる｡こ の点 を充分明

らがにするためには、 この研究のように自然の状

態に於ける観察を続けると共に人工氣候室に於げ

る研究 を期待すべきであろ う｡樹 この研究には直

感的に推測 を下 している所が多分 ピある｡こ れは

この國の季節の問題 を取扱 うのに寒團の概念を積

極的に取 り入れた初 め て の試みであるか らであ
、

る｡今 回は主 として・得 られた事実 とそれか らの

僅かな推測 を述べて、一暦精密な定量化は今後の

研究に待 ち度い｡・ 鰻

VI結 言 、`

結核患著の自覚症、全身的な疾病感、温度感覚

を1ク 年余に亘つて毎日多数の同一・一…■一の患者につい

て調査 し・我國に去來する各種氣囲の韓換滞留が
ヤ

これに如何に影響するか を調査研究 して次の事実

を明 らかにした｡

2)自 覚症朕その他は氣團の韓換滞留に敏感に

影響 される｡

4
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2)あ る種の氣團が流入すると、その氣團に慮

じて被槍量は種々な程度の動揺 を示すが間 もな く

その氣團特有の影響が現われ、被検量は檜加、低

下、或は動かなVAか の種々な態度を示す｡

3)流 入時の動揺はそれまで支配的であつた氣

團との対比が大きな意味 を持つ｡

御鞭燵と御助言を辱 うした坂日院長、沖中教授、塘山

博士,坂 本分院長並びに終始御懇篤な御指導と御校

開を賜つた日本医大生理戸塚教授、沖中内科北本助教
灘 ～

授に深 く感謝す る｡

文氣象観測その他の実駿に於てぱ 当院 氣象部佐藤,

高山の両君の努力に負う所が多い｡謝 意を表する｡

文 献麟
1)G,Schrδder:Erg.d｡Gesamm七.b.e.FOrschS獲

(1937)ag

2)小 川 翻 男:結 核'

3)小 川 静 男:結 核

4)荒 川秀 俊:天 氣分 析 地 入 書 館 昭18氣 象 集誌

2輯13(9)H召10

肺 臓 呼 吸 機 能 に 関 す る 研 究(第2報)

空氣酸素呼吸法に拠る肋膜炎患者の肺臓呼吸機能に就いて

北大医学部第一内科教室(主任 有馬教授、山田教授)

宮 田 久 壽

第1章 緒 言

肋膜膣内異体の侵入は肺組織の圧迫萎縮乃至胸

腔臓器の歌態に変化を誘致 し、以て席臓呼吸機能

に障凝 を及ぼすべきは論 を侯たす、滲餌性肋膜炎

に於ても亦肋膜自体の病変、瀦溜液乃至肋膜勝砥

による肺臓の圧迫萎縮、胸廓乃至横隔膜呼吸蓮動

剃限等多様の要約によりその影響せ らるる所大な

るべきは推定に難か らざる所なり｡

肋膜炎に於ける肺活量の測定は文献に見る所多

く、総てその減少顯著なるを報す(Shepard1),高

橋2)海 老名氏3)等)｡更 に残氣量乃至全肺容量の

研究亦該疾患に於て肺臓換氣障慶 あるを指摘 し・

(Bittorfu.Forschbach,4)Siebeck声)Lui}dsgaard

u.vanSlyke,6)Anthony,7)小 田氏等8),菊池9),朽

木10)),HUrter,ii)井 原12)氏 等は動脈血瓦斯分析

により肋膜炎患者に於て動脈血酸素不飽和度の増

大を証明せ り｡然 れども既に第1報 に於て記述せ

る呼吸描写法(室 氣酸素呼吸法)に 拠る肋膜炎慰

者肺臓呼吸機能の研究は未だ蓼々たるものにして

文献上本邦に於ては僅かに古賀燭氏の報告に接す

ゆ 擢

るのみ｡余 最近本検査法に拠 り滲出性肋膜炎意 者

に於て滲出液大量瀦溜期より臨鉢的治癒に至る閥

経過に從いて之が計測 をなし得たるを以て蝕にそ

の成績を報す｡

第2章 検 査 方 法

(1)桧 査資料 資料は総て当教室入院患著に

して肺結核その他の合併症なき所謂特発性肋膜炎

患者男子15名 、女子10名 、計25名 、執れ も
…側肋膜炎にして右側肋膜炎14例 、左側肋膜炎

11例 な り｡而 してその多 くは発病後日術浅 く肋膜

滲禺液の多量に瀦溜せる時期よりその臨豚的治癒

に至る聞経過に從い数回反覆槍査せ り｡肺 結核と

肋膜炎 との合併せる場合肺臓呼吸機能は瀦溜液の
"多寡

、癒著の有無以外結核病竈の贋さ、病型その

他に影響せ らるる所大なるべきを思い、余は之等

を嚴に除外せ り｡体 温は滲萬液大量瀦溜せる者2

名に於て槍査時37度 台の発熱あ?iた るも他は検

i査時総て無熱なり◎

(2)検 査方法 第1報 に記述せる方法と同機

な り｡

●

5_"
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第3章 検査成績

各計測値は第1表 の如 く、之 を瀦溜液量の多寡

に拠 ウ分類せぱ第2表 の如 し｡瀦 溜液量に拠 る分

類は井原12>氏に從い瀦溜液が凡そ第2肋 間或は肩

脚骨の上部3分 の1以 上に達する場合をく辮)、凡そ

第3肋 闇或は肩脾骨の中部迄存する場合 を(紛 、

更に減少せ る場合 を(十)、殆んど全 く吸牧せ られ

唯僅かに腓脳を胎す場合 を(・)に て表示せ り｡脅

(1)分 時呼吸数 は肋膜瀦溜液大量なる場合敦

れ も著明に増加 し、殊 に1回 呼吸量減少の傾向あ

るものに於いて著 し｡分 時呼吸量は瀦溜灌大量な

る場合多 くは著明に増大 し、殊に酸素呼吸時に比

し肺胞内酸素分圧比較的低き塞氣呼吸時に於V・て

顯著にして、後続の酸素呼吸時に於いて男子患者

は平均17・9%、 女子患者は平均16・5%を 越 じ略

々健康値に近づけ り｡而 して斯る分時呼吸数の増

加拉びに分時呼吸量の増大は瀦溜液の減少と共に
ノ

漸次正常値に族復せ り｡

(2)分 時酸素消費量は4例 に於いて塘大、他

は敦れ も正常範囲内にあ の｡酸 素不足比較的著明

な りしは25例 中3例(策15,21,24症 例)に し

て敦れ も左側肋膜炎なりe内1鋼(分 時30蝿)は

滲出液大量瀦溜せるものにして、他の2例(分 時

34耗、28耗)は 瀦溜液僅少なるか或は瀦溜液を認

めざるも高度の肋膜腓豚 を形成 し胸廓は強 く萎縮

せるものなり｡而 して4佛 共肺括量、限界呼吸量、

呼吸予備量共に高度に減少し、殊に瀦溜液大量な

る際分時30髭 の酸素不足 を示せる第21症 例は

分時呼吸量、呼吸当量亦殊に室氣呼吸時に於いて

契常に増大 し、後続の酸素呼吸時に於いて分時呼

吸量は実にその5.9%を 、呼吸当量は519%を

激減せ り｡他 に6例(第1,3,6,7,16,23症

例)に 於いて多 くは瀦溜液大量なる蝪 合比較的高

値の正負の酸素不足 を認めたるも、之等は歎れも

分時16-20蝿 にし て 健 壌人測定誤差範囲分時

(±)15蝿 と大差なく之のみにては直ちに病的酸

素不足 なりや否やの判断に難 し◎呼吸当量ぼ瀦溜

液大量なる場合執れ も認むべき増大を示 し、殊に

酸素呼吸時に比 し肺胞内酸素分圧比較的低 き室氣

呼吸時に顯著にして瀦溜液の減少に從い漸次正常

値に恢復せ り｡

(3)肺 活量は総て高度に減少 し、殊 に瀦溜液

大量なる場合に顯著にして肺 活 量 率 は平均男子

(1)521%、 女子(1)48.8%に 相当するに

過ぎす、既にその糧 を減す｡而 して瀦溜液の減

少乃至病日の経過に從い漸次正常値 に恢復すると

難 も甚だ緩徐にして、瀦溜液消失 し、僅かに肋膜

絆勝 を賄す場合に於いて もなお平均男子(1)19.0

%、 女子(1)23.9%に 達するに過 ぎす、対照健

康人のそれに及ぼす｡一 般に全治の速かな りし者

は肺活量の恢復度 も亦良妊に して、之に反 し充分

なる治療 を行わす、発病後多 くの日数 を経過せる

後当院を訪れたる者は強き肋膜腓砥 を胎 し、その

恢復遅延 し且つ不良な の｡補 氣虹びに蓄氣百分率

の変動は殊に滲幽液大量瀦溜期に於いては補氣率

の減少著 しく、蓄氣率は正常なるか或は減少する

も軽度な り｡

(4)分 時限界呼吸量、分時呼吸予備量共総て

高度に減少し、殊に大量瀦溜期に著明に して経過

に從い漸次恢復するも、肺活量同様瀦溜液の殆ん

ど全 く吸牧せ られたる後と難 もなお対照健康人の

それに及ぱす｡分 時限界呼吸量対肺活量の比は肺

活量の減少に比 し分時限界呼吸量の減少一暦強度

なるため一般に殊に女子に於いて著 しく減少 し、

分時限界呼吸量対分時呼吸量の比の殊に大量瀦溜

期に於いて減少顯著 なるは分時限界呼吸量は高度

に減少せるに拘 らす分時呼吸量は正常なるか、或

は寧ろ増大せるを指示す｡

第4章 総括虹ぴに考按

以上一側滲萬性肋膜炎思者25名 に就いて滲出

液大量瀦溜期 より臨鉢的治癒に至る闇経過に從V・

反覆検査せ る呼吸描写法計測成績 を総括するに、

瀦溜液大量なる場合に於いては 分 時 呼 吸数の増

加、分時呼吸量の増大乃至増大の傾向、呼吸当董

の増大あり、殊に酸素呼吸時に比 し肺胞内酸素分

圧比較的低 き室氣呼吸時に於いて顯著に して後続

の酸素呼吸時に於いて著明に減少ぜ り｡更 に肺活

帰、分時限界呼吸量、分時呼吸予備量は共に高度

に減少 し、且つ瀦溜液消失し、臨林的治癒に至る

もなお対照健康値に及ぱす、その恢復甚だ綾徐な
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187

り｡酸 素不足比較的著明なりしは25例 中3例 に

して、他は正常範囲内に止まれるか又は之 を凌駕

するも特に著差を認めす｡

{嚢にBrauer,均Knippiagユ5)・16)等 は氏等の創始

完成せる呼吸描宥法に基 き呼吸不全(Respira㌔or-

ischeInsutfizienz)な る概念 を樹立 し、之を更に

6型 に分類、肋膜腔滲臨液瀦溜に拠 る呼吸機能障

慶 をその第2型 即ち機械的呼吸阻害に基 く呼吸不

全の範疇に属せ しめたり｡肋 膜膣滲出液瀦溜乃至

高摩の肋膜腓砥に於いては人工氣胸其他の各種虚

脱療法に於けると同様呼吸は純機械的に制限せ ら

れるのみならす、疹痛等による反射的静保のため

肺活量乃至分時限界呼吸量等の所謂機械杓肺臓機

能は高度に障磯せ らる｡更 に滲出性肋膜炎に於V・

ては瀦溜液に近接せる部の肺胞は圧迫せ られて完

'全乃至比較的無氣歌となり、斯る無氣朕部を流通

する血液は室氣 と接触せざるを以て動脈血化せ ら

れす、又前記の反射的不充分呼吸によりて も瓦斯

交換は完全に行われす、動脈血化不完全なウ｡

一般 に肺虚腕の存する場合虚肌環流血液量は虚

脱の程度に慮 じて減少 し(Brullg.」7)有 馬教授18)

等)、他側肺健全なれば該肺環流血液量の代償的増

加により肺臓環流血液の動脈血化はなお完全に保

持せ らるべきなるも、肺虚腕更に高度なるに及べ

ぼ、健全肺環流血液量如何に増加すると錐 も血液

内酸素溶解濃度に限度あ りて最早虚脱肺環流血液

の動脈血化障硬 を代償 し得す、途に大循環系統の

動脈血酸素不飽和 を招來するに至る(Braueru・

ピWolf,叉9)Janesen,KnipPingu.Strombgrger,i5)

Vorwerk20>)｡殊 に発熱時に あ りては酸性中閻代

謝物質により酸血症を惹起 し、從つて酸素解離曲

線下降 し動脈血酸素不飽和の発生を助長す(Vo-

rwerk,20)Zaeper2i))｡更 に滲出液大量瀦溜に際 し

て往々見 らるる縦隔費の圧迫移動は心臓乃至大血

管の位置変化を招來 し以て著 しき循環障凝を惹起

し、既存の動脈血酸素不飽和 を一暦塘大せしむべ

し(Muralt,K63ter2D・2玉))｡

斯る場合吸氣内酸素濃度 を高め、從つて肺胞内

酸素分圧を上昇せ しむれば、動脈血化不完全なり

し虚脱肺環流血液 も再び完全に酸素にて飽和せ ら

れ、動脹血酸素不飽和度に粗当する酸素量の過剥

播取により呼吸性酸素不足出現す｡鼓 に炭酸瓦斯

は酸素に比 し約30倍 大なる拡散速度 を有するを

以て迅速に血液まり肺胞へ放出せ られ、酸素吸牧

障慶ある場合に於いても動脈血炭酸瓦斯濃度は正

常に保i持せ らるる場合多 し(Jansen,Knippigeg

U・Stromberger15),古 村22))｡

Knippingili)は 呼吸予備量乃至酸素不足の=歌態

如何により呼吸不全を更に2型 に分類せ り¢帥ち

呼吸予備量なお充分に残存 し血液瓦斯は全 く正常

に して從つて安静時酸素不足 を認めす、労作時初

めて之 を認むるを労作呼吸不全(Arbeits-ins面 一

zienz)、 限界呼吸量減少高度なるか將又安静時呼

吸量異常に充進せるため呼吸予備量は殆んど消失

し、動脈血酸素不飽和存し、安静時既に酸素不足

を認むるを安灘呼吸不全(Ruheizasufizienz)と 呼

称せ り｡但 し動脈血酸素不飽和は必す しも常に呼

吸性酸素不足 を招來する ものに非すして、酸素不

足 を認めざるか文は反つて室氣呼啄瞳に比 し酸素

呼吸時に於いて酸素概取量の減少(負の酸素不足)

を來す揚合すらあり、斯る所見は殊に棘経過敏な

る患者に幹いて見 らるる所にして酸素呼吸により

既存の動脈血酸素不飽和が除去せ らるると同時に

中枢に鎭翻的に作用 し、以前異常に充進せ る基礎i
の

代 謝 は反 つ て低 下 し、從 つ て酸 素 呼吸 時 の酸 素 概

取 量 が 室 氣 呼 吸 時 に比 し減 少 す る も の と解 せ ら

れ 、Knipping23)は 之 を潜 在 性 酸 素 不足(Kachi-

ertesDefizit)と 命 名 せ り｡而 して斯 る 場合 に於

い て も亦 酸 素呼 吸 時 に於 け る分 時 呼吸 量 乃 至 呼 吸

当量 の減 少即 ち既 存 の酸 素 吸 牧 障硬 の恢 復 に よ り

容 易 に呼 吸 不 全 の 存在 を窺 知 し得 る とな し くK!ト

ipPiagu｡Zimmermann23),Gaubatz24),Vorwerk

20),Zaeper2り,Rぐ)thk◎pf29))Gaubatz,VOτwerk等

は室 氣 呼 吸 時 に比 し酸 素呼 吸 時 に於 い て分 時 呼 吸

量 が10%以 上減 少す る場合 之 を潜 在性 酸 素 不 足

と看弟故 した り｡｡、

斯 く観 じ來 れ ば 余 が肋 膜 炎 症 例 に於 け る肺 活量

虹 び に分 時 限界 呼吸 量 の 減 少 高 度 な るは滲 出液 瀦

溜 に よる呼 吸機 能障 擬Bralteri4)の 所 謂 機械 的 呼

吸 阻 害 に基 く呼吸 不 全 の 範 聴 に属せ し む べ ぐ、

安 齢 呼 吸 時 既 に比 較 的 著 明 な る酸 素 不足 蛇 び に 高

度 の分 時 呼 吸 予備 量 減 少 を認 め た る3例 は動 脈 血

一 一13._噛 劇
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酸素不飽和の存在を如実に指示す る も㊧ に して

Knippingユ6)の所謂安灘呼吸不全に該当す｡而 し

て爾余の酸素不足著明ならざるか或は反つて負の

酸素不足 を呈せる患者に於いて も、瀦溜液大量な

る場合分時呼吸予備量高度に減少し、分時呼吸量

乃至呼吸当量増大 し、殊に酸素呼吸時に比し肺胞
…

内酸素分庄比較的低き室氣呼吸時に於いて顯著に

して後続の酸素呼吸時に於いて箸明に減少せるは

Knippingu.Zimmermannの 所謂潜在性酸素不

足 と称 し得べ く、動脹血酸素不飽和の存在を推津

するに難か らす｡

之 を要するに滲禺性肋膜炎に於いては殊に瀦溜

液大量なる揚合或は肋膜勝腿i高度なる場合、肺活

量、分時限界呼吸量等の機械的肺臓機能は高度に

障硬せ られ、且つ血液肺胞間瓦新交換機能,殊 に

酸素吸牧機簿亦多少 とも顯著に障慶せ られ、動脈

血酸素不飽和 を招來 しあるものと謂 うぺ し｡

第5章 結 論

(1)肋 膜炎に於いて滲禺液大量なる場合・分

時呼吸数は塘加し、分時呼吸量、呼吸当量は増大

し、殊に酸素呼吸時に比 し肺胞内酸素分圧比較的

低き室氣呼吸時に於いて顯著にして後続の酸素呼

吸時に於いて著明に減少す｡

(2)肺 活鼠、分時限界呼吸量、分時呼吸予備

量は共に高度に減少し、殊に瀦溜液大量なる場合

顯著にして瀦溜液の減少乃至病日の経過に從い漸

次恢復するも甚だ緩徐にして、瀦溜液消失し僅か

に肋膜腓豚 を貼す場合に於いて もなお正常直に及

ぱす｡

(3)酸 素不足著明な りしは25例 中3例 にし

て、内1例 は滲出液大量瀦溜せるもの、他の2例

は瀦溜夜僅少なるか或は瀦溜液を認めざる も肋膜

餅砥形成の高度なる ものな り｡
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肺 結 核 症 放 射 線 治 療 の 経 験

國立療養所幅岡厚生園

赤 星 B良

1緒 言

近年胸廓成形衛が普及 して治療成績 も向上 しつ

つあるが、これだけで肺結核症の治療が完全に出

來るわけではない｡肪 葉切除衝 もぼつぼつ行われ

ているが試験期 にすぎない｡ス トレプ トマイシン

療法の適慮乃至効果に も相当な制限がある｡

現段階に於いてはやはり安静 と栄養とによる自

然治癒が肺結核症治療の本筋であり、その他の療

法は補助たるぺ きものである｡併 し実際の肺結核

症治療に於いて成形術のや りつぱなし、或は成形

衛が出來なけれぱ放つた らか しとい う傾向はない

だろ うか｡

須 らく肺結核症の治療は自然治癒 を盛んにする

ことが第一義的に必要なことで、以て成形術の効

果をも高め、或は不可能だつた威形術 をも可能に

すべ く努力することが必要である｡更 に早期発見

に伸 う早期治療によつて、成形循に侯つ必要 もな

いようになるまで結核対策 を推進、実施すべきで

ある｡

私は恩師中島教授の許で研究以來10年 闇、紫
一外線照射とレントグン放射 とによる肺結核症の放

ノ

射線治療に携つて來浸が、 これは自然治癒 を促進

する刺戟療法の一種であり、絶対安静その他一般

的な基礎療法が必要である｡從 つて成形術 とも併

用すべ きもので こそあれ、拮抗す る もの ではな

bo

ともあれ以下は輻岡縣厚生園に於ける過去8年

闇の治療経験によるものである｡

II概 括

私の所の入院患者は入院当 日死亡 したような末

期の患者 もあれば、全 く病的な所見を認めなV・患

奢 もあり、重症 軽症種 々であるが何れかといえば

重症者が多v・｡

例 えば入院時予後不良と考 えられた患者が約?/窪

もあり、これ らは絶対安静によつて も病勢が止 ら

す、1ケ 月でVk、3ク 月でV2、1ケ 年で4/5が

死亡 し、6年 後には98.3%が 死亡しているeこ"

のような重症者には放射線治療の適鷹は殆んど無

かつたものである｡

曳 そQ他 の患者で も発熱が止 らないとか、又他の

症歌のために放射線治療が幽來ない ものがあり、

結局治療の出來たものは約50%で ある｡こ の率

は症例α程度によつx(変 つてくる｡

全快 までには半ク年、或は1ケ 年以上 も放射を

続けるので、中には折角順調に経過 しているのに,

都合で中途邊院するもの も禺て くる｡約 鴨 が こ

のように して退院 した｡

治療を続けて全快と判定、退院 させたのは29釧

で、平均3ク 年後の遠隔成績は次の通 りである｡

即ち順調なもの20例 、退院時 と同様の もの2例 、

再発療養中3例 、死亡例及び不明2例 である｡

貧乏な患者が多 く、從つて充分 に栄養 を癬 るこ

とが削來 なかつたので放射量の増量には特に注意

した｡

III経 験

A術 式

症例により鮒 量壇量の速度等を加減すること

は当然であるが、標準としてい る もの を次に示

す｡

放射線治療術式

(1)堕(外 來ではやらなb｡)

(2)絶 対安静(栄 養補給及び一一般療法に努

める｡)

(3)無 熱たること(自 然治癒傾向の確認)

(4)紫 外線照射

一一一15___
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毎 日照射1/10紅 斑量を、西足｡両 下腿｡両 下

鼓 ・下牛身 ・上半身 ・全身と3日 毎に範囲を拡げ

て照射するe全 身 になれば3日 毎に壇量して1紅

斑量になし、それを全快まで続ける｡

鋤

/4、
～

ll

檬

勧放射野略図

」/4
ノ

繋峠

転＼
'

ー凶
〕
面

第1表

図 の よ うに放 射 野 を設 け 、 所 見 の 軽 い と こ ろか

ら順 次 、1週1回 放 射 す る｡例 えば 五・W・1・

皿｡∬ 「・Wノ｡1ノ｡皿'の 順

(5)レ ン トゲ ン放 射

1週1回 放 射 使 用 レ線 は140kVp・ で 発 生 、

03mmC:1十10mmAlで 濾 過 した もの｡両 下腿 に

約20r、 脾 臓 部 に10～ ユ5r、 と放 射 し、次 い で肺
　

瀦 放射に移る｡図 の如 く放射野 を設け、所見の軽

いところか ら順次放射する｡最 初10n以 下、増

量は10r.以 下乃至15～2rOr■ 宛にして、100r.

になつた らそれを全快 まで続ける｡「 レ」放射 日に

は紫外線照射は休む◎

(6)全 快制定

(7)蓮 動及び労働の処方

(8)退 院

(9)後 保謹及噸 察(無 事故3～5ケ 年⇔長

期なる程良 し｡)

B適 鷹

放射線治療は自然治癒 を促進すらものであるか

ら、少 しで も自然治癒があれば適慮があるわけで

ある｡臨 床的には無熱であること、体重増加が認

められることであ り、その他一般歌態を参考にす

る｡ま た放射による｡反慮の無いことが治療続行の

條件の一つである◇

「レ」所見の重篤なこと、室洞の存在、結核菌の

排出等が放射線治療の禁忌となるのではない｡

「レ」所見分類 と治療実施の駄況 とは第1表 のよ

うになるQ

諜 難 鞭 辮)計
正 常 嫡2131・161エ ・

病 的所見曙}・8122t・212918・

隷 暑薯「レ」1…i2・ い い1・23

計 1・2・1451・33612・5

轡 入院時予後不良
と考えた123例 中には今か ら考

えればス トレプ トマイシン療法によつて治療可能

となる ものもあつたか も知れないが、それの無か

つた從來では先す適慮の無い群であつた｡

病的所見者81例 中、腸結核等により治療の適

鷹な く、予後不良と判定 したもの8例 を除き73

例では41&ij(56・2%)に 放射線治療が出來た｡K

その中全快まで事故退院せすに治療 を続けた もの

は29例 である｡

C症 例

第1例30歳 の男1943年8月28日 のrレ 」

所見は写眞1のAの 如 く、右肺野上孚部及び左肺

野中央部に室洞顔 を含む庚範な病巣陰影 を認む｡

体温38｡C、 ・結核菌陽性、赤沈値1時 間60mm、

体重36.9kg・

「レ」治療機故障にて1年 半紫外線照射のみ、そ

の後 「レ」放射1年3ケ 月、「レ」放射全量630

0r.

1947年3月5日 の レ所見は写眞1のBの 如

く、疲痕化を思わせる病巣陰影 を認む｡平 温、喀㌧

湊 なく、胃液 よりの結核菌培養検査で連続5ケ 月

陰性、赤沈値1時 聞7mm・ 体重43・Okg

その後の経過は順調で、ラヂオ及び レン トグン

の技術を以て働いてお り、 「レ」所見の悪化は認

められない｡

第2例16歳 の男 ユ941年8月12日 の「レ」

所見は写翼豆のAの 如 く、両肺野に室洞像 を含む

廣範な病巣陰影 を認む｡殆 んど平温、結核菌陽性、

赤沈値1時 間70拠 泌海 重423kg

「レ」治療機故障のため、4年6ケ 月紫外線照射

のみ、その後 「レ」放射1年2ク 月、「レ」放射全

量6.500r・

一16・ 一一一
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1947年3月25日 の 「レ」所見は写眞亙のBの

如 く、石友化巣陰影 を多数残 して陰影著 しく消失

す｡平 濫、喀疾なく、胃液 よりの結核菌培養検査

で蓮続5ク 月陰性、赤沈値1時 聞2颯 、 体重

54.7kg｡

その後 レ所見の悪化も認められす、順調に某國

立療養所で レ技衛員として働いている｡

症例の掲載は穿貫の都合で2例 に↓める｡

治療完了までの期闇は平均 して・肋騰炎の患者

が7ケ 月、室洞を認めない肺結核患者が1年2ク

月、室洞を認めた患者が2年5ク 月に なつ て い

る｡

第2表
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D蓮 隔成績

退院後最長6ケ 年、平均3ケ 年余になる｡第1

表の治療区分1群 及び1[群 即ち治療の出來なかっ

党 もの、中止 した ものは全部死亡 している◎皿群

即ち治療未完了の ものは殆んど死亡 して終つた｡

W群 卸 ち治療完了群 は第2表 あ如 き遠隔成績で
ノ

ある｡肋 膜炎だけだつた ものの成績が良いのは当

然であろう｡室 洞像の有無では成績に差 を示 して

いない｡却 つて塞洞の有つた ものの方が良い成績

の ものが多い数字になつている｡肺 結核症であつ

た25例 中、16例 乃至18例 は非常に良V・成績 を

示 し、3例 再発、2例 死亡、2例 不明となる｡再
ゆ あ

発は肋膜炎、焦点周囲炎檬陰影出現、室洞陳再現

各1例 で、3倒 とも現在夫々入院治療中で経過は

良い｡死 亡例は退院後海兵團入團中に再発 した も

の、及び学徒動員による作業中に再発 したものの

2例 で、何れも再発後約1年 で死亡 しているe不

明の2例 は退院後約2ク 年は元氣であつたことが

分つているがその後の消息が不明の もので本籍 に

死亡届が出ていないので死んではV・ないと思われ

る｡

E失 敗例

過多刺戟を処分 したと思 う悪化例は無V・が、絶

対安謡 を命 じているのに内密で動 き、然 もそれ を

私達が氣附かす安心 して放射を続けているうちに

悪化した例が一、二二ある｡結 果に於ては過多刺戟

であつたといえよう◎

患者療養の実態 を正確に知ることが如何に治療
'
上必要なものか痛感させ られた例である、
一 嚇

Tワ 考 按

・ 放射線治療により相当程度の肺結核症 レ所見が ・

非常に良 くなり、結核菌検査成績その他 もそれに

俘つて良 く壁なり・然 も全快 と判定 し退院させた後

の遠隔成績 も良いので私はこれ らの患者を治癒せ

しめ得たものと考えている｡こ の ことは今更強調

するまで もなく、既に中島教授或は遠 くBacme-

isterの業蹟に明かな通 りである｡

唯放射線の作用その ものにより治癒が促進され

たか否かは人各大いに意見のあ る と ころであろ

う｡こ の作用の直接証明は人体 に於ては非常に困

難であると思 う｡

放射線治療によらないで肺結核症 を治療 した経

験のある人が、私達の治療成績 をレ写眞について

仔細に瞼討 して、陰影の漕失乃至縮 少 な どの程

度、速度について特殊なもの を感 じ られるなら

ば、それこそ放射線作用を認められた ことといえ

るだろう◎そのためには私のところを直接視察 し

て全例の レ写眞につき、検討、批判されるよう期

待 して止まないぎ

頸部淋巴腺結核、結核性痩孔などに レ線治療が
　

有効なととは既に認めら耗たところである｡然 り

とすれば同 じ結核性炎症である肺結核症に無効で

あるとは考え難い｡

学会或は学会雑誌上ではないが、放射線治療は

費用が嵩むとか、軽症恵著のみを治療するとかの

評を聞いたこと もあ る｡私 の経験例は生活救護

一 正7___
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をうけているもの多 く、費用が嵩むとい うには余

りに滲めで貧乏な人達である¢又軽症患者のみ治

療 した ものか否かは、症例によつて想陳 していた

だ くか、或は直接私のところで全例 を観察 した上

で批判 していただきたい｡

全快の判定は困難な ものである｡病 巣陰影に重

墾 して邪魔する他の陰影がない時は レ所見だけで

舞較的容易に判定 し得ると思 う｡陰 影が重蛭する

場合は結核菌検査成績その他を旗重に判断して決

すべ きである｡叉 放射線治療 と運動乃至労働 を同

時に処方して、或る期聞無反慮なことを確認する

ことは一種の負荷試験としての意義 を有 し、全快

判定の参考とも成 り得 ると思 うe・

▽ 結 語
臨

(1)放 射線治療は試むべ き優秀な肺結核症治

痴法である、

(2)放 射線治療を行 うには或る程度の肺結核

症に関する知識経駿 と、 レ学に関する知識経験 と

を必要 とする｡

(3)放 射線作用の直接証明は困難である｡

(4)赦 射線治療は特に費用の嵩む もので もな

く、叉軽症患者のみを治療するので もない｡

(5)治 療衛式の検討、殊に失敗の防止につい

ては愼重に研究すべ きである｡

(6)成 形衛の前後には放射線治療 を併用すべ

きである｡

(7)ス トレプ トVイ シン療法によつて放射線

治療の適用範囲の拡大、失敗 の防 止 が期待 され

る｡
ち

本論文の発表に際 して、恩肺中島教授、九大放射線科

入江教授・同科助教授たりし現主婦之友肚長石川数雄博

士・並びに同じく講師であつた、今は「荒城の月」で名高

い岡城趾のある豊後竹田町の後藤基彰公安委員長等、或

は幅岡市の当時より現在に至るまでの方面委員、民生委

員諸氏の指導及び鞭漣が艘しく想い出されてならない｡
一方療養中不幸な輔帰を取られた方、退院後死亡され

た方への追憶には癩然たらざるを得ない｡一

(入江教授の校閲に感謝ナる｡)
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肺結核症放射線治療の経験中の引用写眞
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肺 結 核 症 放射 糸!il治療 後 の胸 部 レ線

歓 と治 癒 判 定 につ し■て 参 考 写 眞

前

後

ε

蓄
・

浮
刀

〃

冶

才38

上

下

、
ノ

ー( 191:;,

191:;.

f曾 侶

6,17

11.15

大小2個 のり茎洞 葭の跡 に異常所見 を確認出來

ない｡現 在迄 健康

(o.))」 ゼ台κで甫訂19・12.9,16
凸下 〃後1914

・9.16

L';;ゲ ♀ 事 務 員

梢 ≧量感 を 俘5陰 影 をの こすoこ の後 肋 膜 炎

を経 過 、 その 後5年 聞 現 在 キで健 康

(2)上 治療 甫む1941.11・22

下 〃後1943.11.6

26才 ♂ 職 工

塞 洞 際 の跡 に肺 紋 理 堵 大 と もい5べ き陰 影 を

の こ す のみ｡現 在迄 健 康

瀕

蘇/

鰯ヤ

ρ
(4)土 治療 前 】94:;.10.9

下 〃後1944・4・10

40才 ♂ 会 砒 員

輪 状陰 影 をの こす｡1944・9・13レ 写 眞 に も

み る｡そ の 陵満 洲 にゆ き終 鞍 、 引揚 、現 在 ま

・で 再発 な し｡そ の 陵 レ撮 影 せ ず｡
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肺 結 核 症 放 射 線 治 療 後 の 胸 部

レ 線 像 ミ 治 癒 判 定 に つ い て

國立療養所福岡厚生園

赤 星 一 郎

1治 療後のレ線像

肺結核症の放射線治療といつても自然治癒 を促

進するものであるか ら、治癒の過程や ら治癒後の

レ線像に特別の像があるわけではない｡

私は治療後の レ線豫を次 の よ うに分類 してみ

た｡

(1)異 常所見 をみない もの｡

病巣陰影の跡に何等異常所見をみないようにな

つた もの｡

(恥 肺紋理の乱れ乃至増大をのこす もの｡
一つ一つみれば正常肺紋理 と同様の陰影である

が、その走 り具合や、密度が異常だとい うにすぎ

ない程度の陰影を病巣陰影の跡にの こす もの◎

(3)或 る程度の陰影 をのこす もの｡

侵された病巣範囲が廣 くて、吸牧 し盤 されすに

壇殖が起 り痕痕化 し、或は乾酪化 した後疲痕化及

び石荻化により治癒 したような病巣が後 まで或る

程度の陰影 をのこす ものと考えられる｡

この場合に レ線陳の判読によつて病巣内部の治

癒過程 を知ることは非常に難 しい問題である｡我

々が 日常用いている レ診断の能力では完全に知る

ことは出來ない｡併 しレ診断を措いては或々は病

巣内部の治癒過程 をうかがい知ることすら不可能

であろ う｡

(4)室 洞のまま治癒するもの｡

室洞像の明影はそのままで周 囲 の 陰 影は消失

し、室洞壁¢)豫が線歌に細 くなつた輪歌陰影とな

つての こるものである｡私 は2例 しか経験がない

が、1例 は退院後5年 にな りすつ と健康であり、

1例 は目下治療中である｡

私の例が室洞のまま治癒 した ものであるか否か

は今後の研究にまたねばな らないが、このような

治癒機轄は考え得るところである｡

(5)他 の陰影と重なる もの｡`

肋膜腓腿i等の陰影と病巣陰影が重なるときに肺

病巣の治癒如何をレ診断で判定することは不能に

近い｡斜 方向槍査等で或る程度精査出來る揚合 も

あるが不充分である｡

II症 例

前章の(1)乃 至(4)の レ線凛は零翼に示す

ようなものである｡(1)及(2)の 群の経過は

非常によV(e(4)の 経過は今後の研究によらねば

ならない｡(3)の 群で私が治癒 と判定 した ものの

遠隔成績は次の通 りである｡一

即ち2乃 至6年 、平均3年 余で90%以 上が無

事に社会的活動 を続けている｡残 りは シユーブ 、

肋膜炎等 を起 した ものが多 く、元の病巣が再燃 し

た例は僅かである｡鞠

III治 癒の判定

昭和15年 か ら毎年、3年 蓮続で幅岡、八幡雨

市民及び攣生生徒等約3,000名 について直接撮影

その他による検診を行つた恩師中島教授以下の研

究に参加 した私は(1)及(2)の 群は健康者 と

いうべき所見であることを会得 した｡中 島教授の

A'及 びA"群 即ち健康者群に相当する｡

(3)はB群 に相当するもので同研究ではA・

及びA"群 に比べると稻増悪率が高 く、要監覗者

ともいうべきものである｡

'私は(1)及(2)の 所見
、帥ちAS或 はパ

群の所見にまで病巣陰影が好韓すれば、健康者の

群になつたのだか ら治癒 したといつてよいと考え

ている｡

一体肺結核症の治癒鋼定の基準は何処に置くか

一一一19-__
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は各々意見があるだろう｡「医療は患者個人或は患 又陳旧な室洞はなかなか治 り難 く、仮令治つて

者 を含む肚会が淡 患のために受ける被害 を無 くす も相当な陰影 をのこすが、i新しV・塞洞はどうか し

るか、乃至は減少させることを目的 とする」もの た病巣陰影 よりも跡にのこす異常所見が少くきれ

だと私は考えている｡從 つて私は 「患者個人が他 いになりやすい｡

人へ徳染 させることなどの危険がなく、且つ繊 ともあれ或る程度の陰影をの こした場合には の

が疾患のために意義ある甦会的活動 を妨げ られる 診断による治癒判定が困難となり、他の槍査成績

恐れが無いところまで疾患並び病巣が安定 したこ を愼重に参酌すべきである｡

とを科攣的に設明 し得た」時に臨床的治癒 と判定IV結
語するのみで

、「結核菌 を1個 珪 らす死滅せしめた状

態」 を予想 しているのではない｡私 は肺結核症放射線治療後の レ線像について分

(1)乃 至(2)、 帥ちA'及 びA"群 の予後は 類 を試み、宥眞 を例示 した｡
ま ジ

前記研究によれば、A'群 及びA"群 の所見は1一 方臨床経験並びに集團検診により種 々の レ所

年後には夫 々 ■δ%及 び6・1%の 割 りに、そして 一 見群に対 して統計的に或は症例的にその経過 を観

2年 後には夫 々2・4%及9・7%の 割 りに陰影増 察 している｡こ れ らの経験 を基礎にして肺結核症

悪がみられた｡病 巣陰影が好輔 してこれ らの所見 患者治療後の レ線顔の予後 を予想 してお り、更に

にまで達 した時に私が完全治癒即ち再発な しと判 治癒判定 をも行つているのである｡帥 ち 「治癒 と

定すれば上記の割 りに誤 勢を侵すことになろう｡判 定 して当る確率は釘程で、外れる誤差は何程位

換言すればそれだけの誤差を含んで治癒 と判定す/で ある」といつた調子である｡

ることは正 しV・といえよう｡懸 肺結核症の治癒判定は現段階ではこれ以外に方

/併 しなが ら治癒と判定 したケちか ら上記の率に 法は無いと思 うe勿 論誤差 として予想 される何程

陰影増悪鯛がβ{ることが必然 的 に予 想 されるの かの再発例につV・ては出來るだけ未 然 に 防 ぐよ

で・それ らを出來るだけ早期に発見 し、早期処置 う、後保護及び後観察 を行つている｡こ れは唯輩

を行 うためには後保護乃至後観察を絶対必要なも に患者偲人の再発防止のみならす残 々に治癒判定

の としている◎私の経験例では(1)及 び(2)基 準研究のための有力な資料を提供 して くれるで

の群か らは平均3年 余 りの観察 を遡 じて未だ増悪 あろう｡

例 をみなV・｡斯 くして我 々は100%の 確率 を以て、 或は誤

(3うの群についても同様な考 えで 処置 してい 差なく治癒判定をなし得 る境地まで・・一一1歩々々研究
の ボ

る｡前 記 研 究 で はB群 は1年 後 に10・7%の 割 り を進 めて ゆ き1たい 熱 望 を もつ て い る｡

に、2年 後 に13・4%の 割 砂に」曾悪 して い る｡私 私 が この 論 文 を草 して皆 さん の批 判 を乞 う所 以

も症 例 で 述 べ た程 度 の増 悪 例 を経 験 して い る｡も 又 こ こにあ るの で あ る｡

病 巣 陰 影 は均 等 で辺 縁 不 鮮 明 な ボ ヤ ツ と した柔 文 献

か な感 じの陰 影 が 治癒 すれ ば跡 にの こす所 見 は 少

く、 境界 鮮 明 な不 均 等 で濃 淡 の あ る陰 影 は治 癒 し1)中 島良 貞・他:日 本医学放射線学会雑誌1:

て も跡 に陰 影 をの こ しや す い｡235-262・ 昭15・2:212-248・ 昭16・3:891-92
0・昭18・
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赤 血 球 沈 降 反 鷹 に 関 す ろ知 見 補 遺
●

嶋 血 液採 取 直後及 び24時 間後 の差 違 に就 い て'

(第1報)貯 藏 血 液 の使用 時 の混 和 回数 と併 立実 験

國立小諸療養所(旧國立東京第一病院小諸分院 分院長 阪本事書)

藤 岡 高 雄

緒 言

赤血球沈降反鷹に関する研究は、内外共に甚だ

多数に上 り、叉現在に於て も種 々の方面より研究

されつつある。而 して現在までの所では赤血球沈
メ

降灰磨は病勢の診断には甚だ有力である。疾病の

診断には有力でない◎

私は此所に、採血直後の赤血球沈降値と24時

間貯蔵せる血液の赤血球沈降値との比較に於て、

種 々の疾病の闇に何等かの差異が存するのではあ

るまいかと考えて、昭和22年1月 より本研究を

開始 した。なお本研究は國立東京第一病院熱海分

院及び國立東京第一病院小諸分騰に於て行った。

実 験 計 画

先す採血直後の血液につきWestergren民 法

(以下W民 法と略す)に 依 り赤血球沈降道(以 下

赤沈値と略す)を 測 定 し、次に採血後24時 間

てpcに 貯藏 した血液につ㍉w民 法に依 り赤沈値

を測定 し、この両者 を比較研究ナるのであるが、

貯蔵 された血液は試験管内に於て赤血球沈降反磨

(以下赤沈反慮 と略す)を 起 し、血漿 と血球 とに

分離すちため、 この血液の赤沈値 を測定するため
もも

には再びこれ を良 く混和 して均等な血沈にしなけ

ればならない◎從って先ず予備実験として、この

混和の條=件を:決定 し、この條件に從って恒温槽内

に於ける併立実験 を行ってぺ吟味 を行い、次に本

実験(第2報)を 行 うこととした◎

(A)貯 蔵血液の混和回数

(1、 実験方法

乾熱滅菌 した小試験管に3.8%滅 菌拘講酸曹

達 溶 液 を ピベ ツ トを用 い て正確 に2.Occ探 り、こ

れ に乾 熱 滅 菌注 射 器 にて 肘静 脈 よ り採 血 した 血 液

を正 確 に8.Occ加 え 、艀 か に良 く混 和 し、直 ち

に室 温(8、0。G一一21.0。C)に 於 て 、W氏 法 に 依 砂赤

沈 値 を測 定 し(標 準 値 と呼 ぶ)、5分 よ り1時 間 ま

で は5分 毎 に、1時 間 よ り2時 間 まで は15分 毎

に 、2時 間 よ り3時 間 まで は30分 毎 に夫 々の赤

沈 値 を測 定 して グ ラ フに描 く(標 準 曲線 と呼 ぶ)◇

残 余 の 血 液:はビベ ツ トを用 いて 、 内経lo斑=m、 深

さ50mn・ の乾 熱 滅 菌 小 試 験 管 に2.Occ宛 分 注

し、滅 菌 ゴ ム栓 を施 し0。Cの 氷 室内 に貯 蔵 した0

この貯 藏 血 液 を24時 間 後 に氷 室 よ り取 田 し、

数 分 聞 室 温 に放 置 した後 良 く混 和 し、上 述 の標 準

値 測 定 時 と略 よ同_._..の室温 に於 て 、W民 法 に 依 砂

赤 沈 値 を測 定 した ◎混 和 の方 法 は、 血 液 を入 れ た

小 試 験 管 を ギ ム栓 を施 した ま ま栂 指 と示 指 とで 縦

には さみ 上下 を顛 倒 せ しめ 、 とれ を1回 と算 え、

4回 、10回 、20回 、4Q回 、50回 、100回 と夫 王混

和 した各 玉の 赤 沈値 を測 定 し、標 準 値測 定 の時 と

同様 に グ ラ フに描 き、各}の 赤 沈 曲線 を比 較 研 究

第1図 遅延す るものの1例

(No.7♀17才 肺結核)
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した｡

探血は惑略午前十時に一定 し、探血時に肘静脈

を過度に欝血せぬよう注意 した｡W氏 赤沈 ピペツ

トは内経の可及的等 しきものを選び、実験に使用

する硝子器具は全てクゴム硫酸に浸漬 した後、流

水にて充分水洗 し、これ を乾熱滅菌 して、禺來得

る限 り清瀞なるように努めた｡

(∬)実 験成績

35鰐 の肺結核其他の各種疾病に就ての実験の個

々の結果は紙数の関係上省略 し、その内の1例 を

図示すれば、第1・図の如 くである｡而 して赤沈反

慮に於ては、諸家の多数の報告の示す如 く、探血

方法、拘鶴酸曹達溶液、温度、血液保存の方法及

び時澗 等を出來るだけ一定にして、細心の注意の

許 に実験 を行つても、樹常に沈降値には僅かの動

揺がある｡從 つて赤沈 値 を比 較研究する場合に

は、この検査誤差 を考慮に入れなけれ ば な らな

い｡こ の検査誤差に関しては多数の報告があるが

Katzu・Leffkowitz(i)、 太田(2)、Reiche1(3)等はピ

ペツ トに依 る誤差ぼ殆 どないとしているが、種 々

の條件 を考慮に入れた検査誤差に就て、Wester・

gren(4)、大谷④、居原㈹、木村"・・桐井 ・立松｡編

谷の、岡部(8)等は失 々の誤差 を報告している｡此

所では岡部の誤差表(第1表)に 從つて、1時 間

値に就て、実験成績 を吟味すれば第2表 の如 くで

ある｡即 ち

K1)24時 聞0｡C鯨 藏血液に於て、4回 混和

した赤沈値及び10図 混釦 した赤沈薩は何れ も不

定であつて、一定の値 を示 さない｡(第2図 参照)

(2)20回 混和 した赤沈値と40回 混和 した赤

沈値とが等 しibものは35例 中30例(85.7%)

あり両者は等 しい ものと認められる(PくO.OO1)｡

(3)知 回混和 した赤沈値と50回 混和 した赤

沈値とが等 しい ものは25例 中23鋼92.0%あ'

り、再者は等 しいものと認められる(P<O.001)｡

(4)40回 混和 した赤沈値と100回 混和じた

赤沈値とが等 しい 竜のは4側 中4劒 あり、両者は

等 しいと考えられる¢

(5)24時 間貯藏血液に於て、20回 以上混和

した赤沈値 と標準値との差が誤差範囲以上にある

ものは35例 中32例(91・4%)あ り、明かに差

第s図 ・

各混和回数に於ける赤沈値の比較

噸

第1表 橡査誤差表(岡部)

赤 沈 速 劇 差ノ翻m唯 ノ平均一

醸 層力・(70職 以 上)i・-8 O.84

中等度壌加(35-7・)i・-6 2.0

軽 麟 加(・5-35)i・-3 1.06

正 常
A(8--15) ・-2i・ ・88

6
B(0-8)

,

・一・司 ・・9

計 ・24例 い 一8{ 122

第2表 各混和回数に於ける貯藏血液の赤
◎

沈値相互の関係

区 分 擁 例 番 号 瞬

鋼 麟}箒 しいも

翔 翻}笹 とあな

灘 雛踊

1,2,3,4,5,6,
7,8｡9,10

ナ シ

ノ

10

0

7.8｡9.10 4

一一一22__噌



197

"誓§握1難嚢l

/讐トしノいも 墓i…　i…　iil蔓三書§i18

き

(B)恒 温稽内に於ける併立葵験

鴛1撫1あ 一 2

｡異の あ る こ とがi糊る
｡(Pく α001)

考 按

貯 藏 血 液 の 赤 沈値 を潮 定 す る際 、 混 和 回数 が10

回以下 で は、、その 赤 沈 値 は不 定 で一 定 の値 を示 さ

ない｡し か し混 和 回数 が20回 以 上 に な る と或 一

定 した 値 を示 す よ うに な るヒ とが判 つ た｡從 つ て

貯 藏 血 液 の 赤 沈値 を測 定 す る際 は20回 以 上 混 和

しない と、 そ め貯 藏 血液 の一 定 した 赤 沈 値 は得 ら

れ な い｡從 來 探 血 後1--2時 間な り24時 間 に至

る種 々の 時 間 貯 藏 した 血 液 の 赤 沈値 に関 して は 、

WestergreinKovacs,Katzu・Leffkowitz,Starling-

er,Haselhorst,Berbzell飢Wastl,Mandelstamm

u.Pupko,Kaebschu.Simsch,Koster,Peld皿an,

Apter・Hall&Adam,岡 部,木 村 ・桐 井 ・立 松 ・

輻 谷,大 谷,佐 々 ・小 林,太 田,岩 原 等 々甚 だ多

数 の 報 告が あ るが 、私 の調 査 した範 囲 で は 、 混 和

の條 件 に就 て検 討 を加 えた報 告 は一 つ も見 当 らな

かつ た｡し か し、 この 実 験 の結 果 の示 す 如 く、 混

和 の條 件 如 何 に依 つ て は 、 そ の赤 沈値 が ～ その貯

蔵 血 液 特 有φ 赤 洗 値 を示 さな い場 合 もあ るの で 、

貯 藏 血 液 の 赤 沈 値 を論 す る揚 合 に は、 混 和 の 條件
'
の検 討が 絶 対 に必 要 で あ る｡

結 論

(1)探 血直後の赤沈値 と・24時 間0｡C貯1蔵

血液の赤沈値との間には差異がある｡(危瞼率 α00

r1以 下)

(2)貯 蔵血液の赤沈値は、混和回数が10回

以下では不定であつて、一定の値を示さない｡

(3)貯 蔵血液の赤沈値は、混和 回数が20回

以上で、少くとも100回 以下の揚合は或一一定の値

を示す｡

(1)実 験方法

30・0｡Cの 恒温槽内に於て、W氏 法により探血、

直後に標準値 を測定 し、このW氏 赤沈ビベッ トを

清洗乾燥 して再びこの同一・Vベットを用いて、24

時間0｡C貯 藏血液の赤沈値 を測定 した｡な お貯

藏血液の混禾ロは予備実駿の結論に基き50回va-一・定

した｡以 上の契験 を同一の血液について、同時に

2本 のピペツ トを用Mて 二重測定(DoPpelbestim-

mung)を 行い、 そ の双方の標準値と貯藏赤沈値

とを比較対照 した｡恒 温槽の温度は夏期を考慮 し

て1年 間を通 じて30・0｡Cと 定め、西川精機製の

赤沈用恒温槽 を用いた｡な お採血時の注意及び硝

子器具の清浮に関する注意は予備実験 と同様であ

る｡

(1【)実 験成績.

ゼ この実験に於て、標準値と貯藏血液の赤沈値と

の比較は、恒温槽内に於て、同一ピベッ トを漢用

したのであるか ら、検査誤差は無視 し得るものと

して取扱った｡寮

(1)併 立せる2本 のピベッ トの各々の標準1

時間値 を比較すると、紙数の関係上一 々の数を省・

略するが、両者の差が誤差範囲以内にあるものは

No.36よ'bNo.120に 至る85例 中80例(94.

1%)あ り、誤差範囲以上にあるものは5例(5.9

%)(No・45,No・50,No・69,No・102,No.

110)に過 ぎなVb｡從 つてこの実験に於ける赤沈値

の正確 さが更に確められた訳で ある｡

(2)併 立する"2本のピペ ツ5の 各々の貯藏血

液の赤沈値の1時 間値に就て比較すると、ぞの再

者の値が共に標準値に対 して同一傾向を示す もの
一 追Pち 両方共に遅延 しているか、促進 している

か、或は不変であるか一 一は85例 中84例(9&

8%)あ り、両方の傾向の一一一致 しない ものは僅に

1例(No・102)に 過ぎない｡從 つて貯藏血液の

赤沈値が標準値に比して遅延或は促進 し、又不変

であるごとは決 して偶然に依るのではなく、そρ

血液各々の特性に依 るということが出來 る｡`

結 論

一一一23-一.
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24時 聞 ㌍C貯 藏血液の赤沈値が標準値と比較

して或は遅延 し、或は促進 し、或は不変であるこ

とは偶然に非す して、その血液の特性によるもの

である｡(危 瞼率O｡061以 下)

稿を終るに臨み、終始御懇篤なる御指導を賜つた國立

東京第一病院小諸分院長阪本亭吉先生 ・宮本境博士 ・

東京大学沖中内科北本治助教授に深謝し、御校閲を賜(・

た沖中重雄教授 ・國立東京第一病院長坂日康藏名誉教授

に謹謝する｡
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BCG接 種 海狸 の結 核感染後 に於 りる「ツベル ク

リン」反慮及 び補体結合反慮 の推移 に就 いて

要

東大傳染病研究所第三研究部(部長 教授武田徳暗)

清 水 忠 夫 ㍉

第1章 緒'言

嚢に余は人体にBCGを 接種 しその後の 「ツペ

ルク リン」反慮(以 下 「ツ」反慮と略称)及 び補

体結合反鷹の推移に就いて研究 し、その推移は腰

①が結核感染海須に就いて行つた 「ツ」反慮及び

補体結合反慮の推移と原則的に一致することを認

め、既に報告 した｡

BcG接 種の結核に対 す る予防的効果に関 して

は幾多の研究が発表 され、既に一般に認められて

い る処であるが、BCG接 種者が結核自然感染を

受けた場合BCG非 接種者 と 「ッv・・"7Yクリン・ア

レルギー」(以下 「ツ ・ア」と略称)及び補体結合
ぞ

抗体発現の上で何等かの差 を生するか否かは一慮

検討すべき問題であるが、実際に人体で斯る症例

を得ることは園難なるため、BCG接 種海猿とB

CG非 接種海猿とに同様な方法で結 核 菌 を接種

し、一定期聞 「ツ」反鷹及び補体結合反慮の推移

を検討 した¢

第2章 実 験 方 法

(1)実 験動物

予めR6mer反 鷹 を検 し結核でないことを確め

た健康海猿の体重300～3509の ものを選び、10

頭すっ2群 に分け、BCGを 接鍾し、1α 週間後結

核菌を接種 し10週 間後致死せ しめ解剖 した｡

BCG接 種後2～4週 間で6頭 死亡した｡なお 対

照として他の5頭 はBCGを 接種せす結核菌のみ

を接種 した｡

(2)BCG及 び結核菌接種法 ℃

研究室保存のBCG(Souton培 地)を 濾紙上に

と り水分の大部分を除き秤量 し、瑞璃乳鉢 にて細

挫 し、菌体を充分に分離 させた後一定量の生理的

食塩水 を加え、α5c坤 に菌量1mg及Clro・01mg

含有するように調製 し、その各々を2群 にO・5cc

宛左側腹壁皮下に1回 接種 した｡

結核菌は研究室保存の人型結核菌芝1δ7株 で

BCGと 同檬の方法で生理的食塩水0.5cc中 に

O・1mg含 有するように調製 した ものをO.5cc宛

実験2群 及び対照群の右側腹壁皮下に接極 した｡

(3)「 ツ」反礁検査及び補体結合反慮検査

使用 「ツペルクリン」液は予防衛生研究所結核
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部製の もので、‡O倍食塩水稀釈の ものを剃毛 した

海猿㊧背部に0・1ccす つ結核菌接種前及び接種後

10週間に亙 り2週 間々隔で実施 した｡
「ツ」反慮の判定は佐藤②の基準 を用い、潰瘍或

は田血の有無に関せす発赤2.5cm以 上に及ぶも

の叉は中心部に潰瘍 を形成するもの を強陽性(僻)

出血を伸わすとも発赤1・5cmL] .,S2・5cm.以 下

の もの中心部に出血 を伴 うものを中等度陽性(静)

発赤腫脹の大さO・5cm以 上1.5cm以 下の もの

を弱陽性(十)発 赤O・5cm以 下の ものを疑陽性

(±)発 赤腫脹 を全 く認めな い もの を陰挫 とし

後｡
び ゆ

補体結合反慮はBCG接 種前及び結核菌接種前

及び接種後10週 間に亙 り2週 間々隔で心臓穿刺

により採血 し、実施 した｡術 式はBrowning氏 変

法補体増量法で、溶血系は緬羊血球 を使用 し、第

1反 慮系は氷室に1夜 とした｡使 用抗原は蛋白性

抗原として武田須賀井抗原、「リボイド」性抗原と

してBoquet-N壱gre抗 原(以 下B.N.抗 原と略

称)を 各 々原法に從い調製 した｡之 等の抗原は人

型結核死菌300mgを30日 間に亙 り免疫 した家

兎血清とは何れ も補体6箪 位結合するのを確認 し

たb判 定は補体6輩 位以上結合するものを張陽性

(冊)4軍 位結合するもの を中等度陽性(+)2

軍位結合するもの を弱陽性(+)全 然結合 しない

ものを陰性(一)と し弱陽性と陰性との間の もの

を疑陽性とした｡

第3章 案 験 成 績

(1)「 ツ」反慮成績

結核菌接揮前対照群は総て陰性で・実験群は雨

群共BCG接 種螢10週 間で総て陽性韓化を認め

ている｡

邸ちBOGlmg接 種群は弱陽性1例 中等度陽'

性7例 で、O.Olmg接 種群は弱陽性5例 中等度陽

性1例 であつた｡

結核菌接種後の各群の 「ツ」反朦の推移 を第 ‡

表 に示 した｡●

(2)補 体結合反慮成績

結核菌接種前対照群 で は武 田須賀井抗原及び

B.N.抗 原共疑陽性1例 あり▽他は総て陰性で、

第1表 「ツ」反篠成績
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陽性で・B・N・ 抗原で弱陽性2例 疑陽性5偵 陰 性
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つた・実騨 ㊧BCG接 騨 は何描 両抗原井験

性であつた｡

結核菌接種後各群の補体結合i抗体出現の推移は

第2表 に示 した｡

(3)結 核感染度

各群結核感染度に第3表 に示 した｡淋 巴腺内臓
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第2表 補 体 結 合 反 瞳 成 緩
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職 重量1.69、BCGlmg接 種 群 は淋 巴腺12.5、

内臓3・12、 脾 臓 重量0779、O.Olmg接 種 群 は淋

巴 腺13、 内臓2.5、 脾 臓 重 量1269で あつ た｡

体 重 は 実験 開 始前1mg接 種群 平均3159、

O・Olmg接 種 群3309で あ つ た ものが 、10週 間

後 に は4119及 び4879と 増 加 し、結 核 菌 接 種

後 は1mg接 種群 は4週 間 目、O・Olmg接 種群 は

6週 間 目、 対 照 群 で は6週 闘 貝が 最 高 で 、以 後 体

重 減 少 を示 し、解 剖 前 の体 重 は1mg接 種 群 平均

4059、O・Olmg接 種 群 は4709、 対 照 群 は4389

で あつ た｡㎡

.第4章 総括及び考按

BCG接 種により爾後の結核感染に於ける 「ツ・

ア」及び補体結合抗体発現の推移に如何なる影響

を與えるものかを知 らんとして本実験 を実施 した
メ

が、これは多数の実験動物 を要する問題であり、

此処に得た成績で直に紬論 を與え得ないが、この

問題に対する一つの観点として考按 を試みたい｡

〈1)予 めR6mer反 慮で結核に罹患 していな

いことを確かめた海狽にBCGを1mg及 びO・01

mg接 種 し、10週 間後に 「ツ」反慮 を検 したる

に両群共陽性韓化を認め、陽性度は1mg .接種群

の方が0.01mg接 種群 より強く発現するのを認め

ている｡こ れは接種菌量が多い程陽性率陽性度が

高 くなるとい う諸家(柳 沢(3)佐藤②)の 成績と一・

i致している｡、

然る後 「ツ」反鷹陰性である対照群5例 と実験
く　 や

群に結核菌O.1mg接 種 し以後2週 闇毎に10週

間に亙 り「ツ」反慮の推移を検 した｡

各群の 「ッ」反懸の推移 を比較検討す ると、対

照群は結核菌接種後6週 聞後が最 も強く、総て強

陽性で以後 「ツ」反慮減弱 し、BCG1皿9接 種群

は4週 闇目が強陽性3例 で陽性度最 も張 く以後稽

減弱する傾向あり、O・01mg接 種群は6週 間臼が

強陽性3例 で最 も強 く以後減弱 している｡

佐藤(2)は海猿に就 いて 結核感染後の一定期間

「ツ」反鷹の推移 を検討 し、結核の感染強度なる

ものほど早期に発現 し早期に最 強 の 反 慮度 を示

し、一般に最高の反磨度 を示す時期は接種後50日

よ り70日 の間であるといつている｡余 の実験に

於いては上記の場合 より早期 に 最 張 の反慮を示

し・以後減弱 してhる のは、海狽の体重がBCG

lmg接 種群は4週 間日、O.01mg接 種群と対照

群は6週 間目を最高として以後減弱 していること

よ り衰 弱に よる反慮力の減弱によるものと認めら

れる◎

各群の陽性度の強さを比較すると、対照群は結

核菌接種後6週 間目で全部強陽性 を示すが、実験

群では全部張陽性 を示す時期が見 られす、対照群

の方が 「ツつア」の発現が強いことを示 している｡

BCGlmg接 種群とO・01mg接 種群 とを比較

すると前記のようにBCG接 種による 「ツ ・ア」

の発現はBCG接 種菌量に比例 しているが、結核

菌接種後の 「ッ・ア」の発現に両者の大なる差異

は認められない｡

(2)補 体結合反慮の推移 を見ると、BCG接 ＼

種前両抗原共全部陰性であつた ものが、接種後10

週闇 目で1mg接 種群は武田、須賀井抗原で陽性 ・

例なく全部疑陽性とな り、BN.抗 原では弱陽性

2例 を認めているeO.01mg接 種群では武田須賀

井抗原で弱陽性2例 、B・N｡i抗 原で中等度陽性1

例弱陽性1例 であつた｡

即ちBCGlmg接 種群とO.Olmg接 種群とを

比較すると両抗原共O.01mg接 種群の方に強 く…抗

体発現する例があることは、補体絡合抗体の発現
ゆ 　

は接種菌量に影響されるより海狽の個休の素因に

左右 される傾向を持つことを示 してV・る｡

結核欝接種後武田須賀井抗原では各群共一般に

週の経過 と共に抗体量の発現増張 す る傾 向を示 噛

し、対照群 と実験2群 との間に抗体量の大なる差

異は認められない｡BN・ 抗原ではその抗体発現
　

は不規則で、接種後2週 間目でかなり抗体発現 し

以後漸次減弱するものあり一 定 の 傾 向を認め難

いo

武 田須賀井抗原 とB.N.抗 原 と抗体発現歌態
　 ザ

を比較するとBCG接 種後1σ 週間 目の結核菌接

種前はB・N・ 抗原の方がそのlIS現が梢張V、様で

あるが、結核菌接種後は武田 ・須賀井抗原の方が

蝿 く発現 し、結核菌接種後10週 聞 目は盾が示 し

た武田須賀井抗原の抗体発現の最高の時期に相当

するのでなお実験 を継続するとB・N・ 抗原によ

一一 一28_
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る抗体が多メ発現する時期が見 られるものと考え

られる｡

結核菌接種前後の抗体幽現状態を比較すると、

1血9接 種群では鱒田須賀井抗原で結核菌接種前

は総て疑陽性であるため比較出來ないが、B・N・

抗原で弱陽性 を示 した2例 中1例 は結核菌接種後

.も陽性で10週 間目に強陽性 を示 しているが、他の
ノ

1例 は結核菌接種後総て疑陽性で陽殴成績 を認め

なかつた｡O.01mg'接 種群では両抗原共結核菌接

種前陽性 を示 した2例 は結核菌接種後 も最 も強い

陽性成績 を示 しその他の結核菌接種前陰性 を示 し

た ものは武田須賀井抗原で結核菌接種後その経過

中に陽性成績 を示 したものが2例 あつたが、他は

総て陽性成績は認められなかつた｡

(3)BCG接 種によ り結核に対しその予防的 一
1効果は既た議論の余地 はない処で

、本邦に於て も

柳沢(4)のBCGに 関する基礎的研究以來幾多の
の

業績が発表されているが、余の実験に於いて も結

核の感染状況が稻悪いようであるがBCG接 種群

の感染度は対照群に比較 して少 く、特に内臓に於

ける病変は僅少であつた｡

「ツ｡ア 」と結核免疫 との関係に就いては、「ツ・

ア」その者が冤疫現象であるかどうかはなお定詮

はないが時期的に見 ると・「ッ・ア」と免疫とは概

ね並行 して発生することは 多 くの 認むる処であ

り、又rヅ ・ア」と血清学的抗体量 との関係に就

いては関係あ りとするものと関係なしとするもの 一

と一般に定論はない｡

斯窺 る大 きい問題に対 し余の少数例による実験

、で明確な結論 を下 し得ないが、「ツ・ア」補体結合

抗体及び結核免疫の三者関係に就V・ては一定の関

係は認められなかつた｡ '

第5章 結 論

(1)余 はBCG接 種 により結核感染後の 「ツ

ベルクリン・アをルギー」及び補体結合抗体発現

歌態に如何なる影響 を與えるものかを検討せんと

して本実験 を実施 した｡

(2)結 核感染後の 「ツペルク リン｡ア レルギ

ー」の発現はBCG接 種群 より対照群の方が稻張

く発現する時期が見 られる｡

補体結合抗体発現の歌態はBCG接 種により大

なる影響は認められない｡

(3)BCG接 種 後補体結合抗 体発現著明なも

のは一般 に結核菌接種後の抗体発現が強い傾向が

認められる｡

(4)BCG接 種後に発現する 「ッ〈sルク リ,ン・

アレルギー」及び補体結合抗体は結核菌接種後に

発現するものに比較すると何れ も微弱である｡

(5)BCG接 種後の 「ツベルクリン｡ア レルギ

ー」は接種菌量の多いものが強 く発現するが、補

体結合抗体は接種菌量によるより動物の素因に左

右されるようである｡

欄筆するに臨み種々御懇切なる御指導と御鞭錘を頂い

た恩肺武田教授に深甚なる感謝の意を表すると共に、種

々御援助を受けた教室の岡野、渡辺学兄に謝意を表する

ものであるq

(1)薯 湧泉

(2)佐 藤 稔

誕3)柳 沢 謙

(4)柳 沢 諜

文 献

台 湾医学会雑誌43巻456昭19

結 核20雀 …13昭17

BCGと'「 ツベル ク リン」35

実瞼医学雑誌19毬1427昭10
亀
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Tetrabromphenolphthaユeinethylester-Kalium(TB?E)反 慮

こ 「ツ ベ ル ク リ ン」の 力 慣
轟

(第1報)TBPE」 反 慮 の定 量 的 取 扱
嚇

九大医学部細菌学教室(主任 戸田忠雄教授)

武 谷 健 二

1ま え が き

蛋 白 質 の 呈 色 反 慮 と して は 、「ピユ レツ ト」、 「ミ

ロ 契 、「キ サ ン トプ ロテ イ ン」、「ホ プキ ン ス ・コ

レ」等 の諸 反 鷹 が あ るが 、 いす れ も
、「ア ミノ」酸 、

「ペ プ チ ド」 そ の蛋 白構 成 々分 に よる 反 磨 で あ

るeFeigl及 びAngerはlletrabrempheaolpht・

ha1einethylester-Kalium{TBPEと 略)を 用 い

て 、 自然 蛋 白 質 に高度 の 特 異性 を もつ 微 量 呈 色 反

億 を提 唱 した｡こ の 反 鷹 はpH指 示 藥 の蛋 白誤 差

を利 用 した もの で 、蛋 白 質 の一 定 の基 や 成 分 に よ

る もので な く全 分 子 に よ る反慮 と考 え ら れ て い

る◎ 石 館 及び 坂 口2)3)も 「カ ゼ イ ン」、「へ%グ ロ

ピ ン」、「オ プ アル プ ミ/」 につV・て常 用pH指 示

藥10種 を用 い て 、 そ の限 界 濃変 、確 認 限 度 を調

べ 、TBPE反 慮 が特 に優 れ た 自然 蛋 自質 の証 明

反 慮 で あ り、一 般 「コ ロ イ ド」物 質 には 高 濃 度 に

於 て も陰 性 で あ り、 「ア ミノ 」酸 、 「ボ リペ プ チ

ドき等 も高 濃 度 で な けれ ば 陰 性 で あ る と述 べ て い

るe貝 原 及 び杉 山4)も 細 菌学 領 域 に於 いて 、 各種

液 体 培 地 、「ベ プ トン」、「ア ミノ 」酸 、「ボ リペ プ チ

ド」、蛋 白 質 、 多糖 類 、毒 素 等 につ いて この 反 懸 を

試 み 、 自然 蛋 白質 の検 街 に高 度 の 特 異牲 と鏡 敏度

を もつ こ と を指 摘 して い る｡こ のTBPE反 慮 の

際 の 色 調 の変 化 の度 と蛋 白壁 と の 関 係 に つ い て

は 、 石 館 及 び坂 口2)は 「オ ブ アル ブ ミ ン」 につ い

てO.02%以 下 の濃 度 で は 平 行 関 係 が あ るが 、 そ

れ 以 上 の 濃度 で は 関 係 な く蛋 白質 の 定 最 には 用 い

得 ない と述 べ て い るQ私 は 石 館 及 び 坂 口の 法 を改

良 し、TBPE反 慮 呈 色 度 と 「ツA"・7Yク リン」(「ツ」

と略)及 び そ の他 の 蛋 白 質 の 濃 度 との 関係 を調 べ

た ところ、一定濃度範囲では両者間に平行関係 をし
認めたのでこれを簡軍に報告する｡

II実 駿 方 法

TBPE反 慮 呈 色 度 は次 の よ うに して測 定 した｡

酷 酸 又は 炭酸 「ソー ダ 」液 を用 い てpHを7.0と

した 試 料20c.c.に 、TBPEO.1%「 アル コ・一ル」
N溶 液O

・2c・c・及 び譲 「酷 酸0・3《)・c・を加 え 「プル

フ リツ ヒ」光 度 計 に よつ て吸 光係 数 を測 つ た｡S61

の 「フ ィル タ ー」 を使 用 し、原 則 と して 同 一 試 料

に 酷 酸0・3c.c.の み を加 えた もの を対 照 と した｡

III標 準「ッ」の濃度 とTBPE反 慮

結核研究所製旧 「ツ」原液に力便 を合わせた昭

第1表

e司D・t ESt αrt

・・1…5・ 0.824 1,648

2・}・ ・2・0 O.678 1.356

4・1α29・ O.538 1.076

8・1・ ・ee 0.377 O｡754

・601㈱ O.252 O.504

32・{α7・ ・ 0,155 0.310

剛 ㈱ 0.114・ ・ 0｡228

・28・}e・78・ ・…81・ ・2・6

蒸 溜 水0・780 0｡108 O,216

縢 準

雛

_._30-一
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和22年 製人F株 「ソー トン」「ツ」原液 を便宜上

標準 「ツ」として以下の実験に用いた｡標 準「ツ」

を10倍 より倍数稀釈法によつて1280倍 まで稀

釈 し、その各々についてTBPE反 慮呈色度 を測定

した｡そ の結果は第1表 に示す通 りで、吸光係数

と濃度 との間にはLambert-Beerの 法則は成立 し

ない・しかし蹴 徽 をy鯉 り・一}1器1

(eは 稀 釈 倍 数)の よ うにx軸 をと る｡帥 ちe=

10,20,40,… ・一の と きx=O,1,2,… … とな る よ

うに とれ ば 、eが10～80で 吸 光 係 数 が1.648～ 、

O.754の 間 で は 第1図 の よ うに 明 らか に直 線 的 関

纏

第1図
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係 が認 め られ る｡最 小 自乗 法 を用 いて この式 を求

め る と、 辮

x十335y==5.57(1)
ノ

ー とな る｡80倍 以 上 で は吸 光 係 数 の減 少 度 が小 さ く

な り、1280倍 で は蒸 溜 水 と等 し くな るQ

Wrッ 」 以 外 の 自然 蛋 白 質 の 濃 匿 と

TBPE反 磨

前項 に見 られ る よ うな吸 光 係 数 と濃 度 との 関係

は 「ツ」蛋 白 に特 有 な もので あ るか 、或 は一 般 の

蛋 白質 に共 通 な もので あ るか を知 るた め に・卵 「ア

ノvプ ミ ン」(片山 化学 製)、 「カ セ イ ン」(Gruber製

Harnmersten法 に よ る もの)、 「ジエ ラチ ン」(市

肌 製 造 所 不 明)、 「トリプ シ ン」(Merck製)を

用 い て濃 度 と この反 慮 との関 係 を調 べ た｡卵 「ア

ル ブ ミ ン」 は 〇二〇5%、 「セカ イ ン」・は0・025%・

rジ エ ラ チ ン」 は α5%、 「日 プ シ ワ は2%

にpH7・0の 蒸溜水に溶解 し倍数稀釈 した るのに

ついて測定 した｡溶 解の際不溶性の架歌物 を生じ

た ものは濾紙で濾過 して用いた｡各 試料の吸光係

数を求め、その結果 を第2表 及び、第1図 に示 し

第2表

1∫ 卵「アルブミン」

稀 釈 度
% D 傷

躍1

-

20 0,180 1,490

_1
-

40
0,245

甲

1,222

、1
・　
80

0,350 0,912

1
-

160 0・潮00

噸

0,602

塗

1
-

320
0,630 0,402

2)「 カセ イ ン」

和 墾 度

1
万

1
訂

D 1
一…9・/

い265
1

酉

1、442

1,152

・・38・1

1
緬

1
厩

0.520

0.840

1…518

・・66・1 0.362

轡

3)「 ジエ ラ チ ン」

稀 釈 度
%

め ¢

1

7
0,2正0 L356

1
τ

0,240

今

1,240

1
丁

0,250 1204

三

16
0.270 1｡138

一 一31一
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1
32

1

64

δ

1

9
召

1

0270 1.138

α2901・ ・076

い3・ ・
1.046

青山B株 「ソー トン」培養濾液4倍 及び8倍 稀釈の

ものである｡予 想のようにpEに より著 しく透過

光度は変化するか ら最初の試料PのHは 正確va7・e

に合オ)せねばならなVbo

第3表
1)

4)「 ト リプ シ ン」

度釈
%

稀

2

D

O｡310

1 O｡430

1
-lii一

1

4

1

5δ

0｡570

O.680

い75・

正,018

α734

O.488

0.336

O.250

潔
160

3,8

O｡78

る4

O｡74

52

O｡70

7.O

0｡54

7｡4

O.46

8.8

O.38

2)

繍 翻 ト 哩16・・{呵 凱・17・518・ ・

4
iα27α2司 α231α2…2・

8
1・ ・38・ ・351α325i・ ・291・ ・27・

第4表

た｡但 し第1図 では夫々上述の起始濃度をeニ10

として図示 した｡「 ジエラチン」を除 く外は吸光係

数がほぼO.6以 上では標準 「ツ」のそれと平行す

る直線となる｡帥 ち(1)式 がその恒数 を変えれ

ば卵 「アルブミン」、「カセイン」晦「トリプシン」

について も一"定濃度範囲で適用でき、蛋白質の相

対的定量にある程度用い うることを示 している｡

只 「ジ土ラチン」は変色の傾向が全 く異なつてい

るがその原因は明らかでない｡卵rア ルブミン」

について石館及び坂 ロ2)は0.02%以 上では濃度

によるTBPE反 慮是色度の差はないと述べてい

るが、この成績では0.05%よ り平行関係が見 ら

れる｡こ れは彼等の方法に比 し、私の方法がTB

PE、酷酸 ともに試料の量に対 して多量であるため

であろう¢

VPH及 び石炭 酸のTB?E反 慮に及 ぼ

す影 響

ApHの 影響

TBPE反 懸はpH変 色藥の蛋白誤差を利用 し

た ものであるか ら、試料のpHが 呈色度に強い影

響 を及ぼすことは勿論である｡同 一試料を種々の

pHに して透過光度を測定した｡第3表 はその成

績で、1)は 標準 「ツ」の160倍 稀釈のもの、2)は

/訳 ト・
40

0,5 0.25 0

1 0.2goO.2880.2900.285

B石 炭酸の影響

「ツ」には保存のため石炭酸を加えるととが多い

ので この影響 を知るため、標準 「ッ」40倍 稀釈液

につV・て種々の割合に石炭酸 を加えて透過光度 を

測つた◎その結果は第4表 に示すように測定誤差

の範囲内の相違 しか認められす、TBPE呈 色度に
'対し石炭酸め影響は認められな～(｡

VIむ す び

自然蛋白質に高度の特異性をもつ微量定性呈色

反慮たるTBPE反 慮 を牧良 し、「プルプリッヒ」

光度計 を用いて呈色度 を測定 し、一定濃度範囲で

は 「ツ」蛋白質の相対的定量ができることを見出

した｡こ れは 「ツ」蛋 白のみでなく、その他の蛋

白質、卵 「アルブミン」、「カセイン」、「トリプシ

ン」についても適用できるが、「ジエラチン」には

適用で きなかつた｡呈 色度の正確な測定には試料

の最初のpHを 正 しく"・・一定にすることが必要であ

り、「ツ」に石炭酸 を加えても呈色度に影響は與え

なVb｡

(この研究は文部省科学研究費の援助による)

一一32_一
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(戸田激授の御指導、御校閲と中川助教授の御好意とを

深謝します)
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結 核 菌 の 定 量 培 養 に 就 い て
ノ

供の七)喀 疾中結核菌の定量藷 養に就いて

財團法人結棲予防会結核研究所(所長 隈部英雄)

小 川 辰 次 ・佐 波 ・薫 ・鈴 蜘木 つ き

・・ ノ1緒 ・ 論

先に我々の一人小川・1)は定量培養に於ける前処

理 と、鶏卵培地中に混入された燐酸塩 との関係を

追及 し・その間に密接な関係の夢ることを明かに

し、それに基いて、実験的結核症の動物の臓器 よ

りの結核菌の定量培養法②を発表 した｡今 回は更

に喀疫 よりの定量培養の方法を発表しぺ合わせて

我 々の方法による二、三め実験成績に就いて申し

述べ、大方の御批判 を仰ぎたいと思 う｡

II培 養の方法

喀湊め培養は從來迄は4%H2SO4水 、或は4

%のNaOH水 等で30分 前後、前処理 し、1分間

3,000廻 縛の遠心器で10分 間遠心沈澱 し、その沈
ね

渣 を白金耳で鶏卵培地に塗抹 していた｡

なお從來迄用い られていた鶏卵培地の大部分は
ノ ド

硫酸等の酸によつて処珪 されたものを植えるのに

好都合の培地であうて、之等の培地に苛性曹達の

ようなアルカ リで処理された ものを培養する場合

は、中和するか、或は更に酸性に して植えられて.

bる のが普通である｡こ のよ5に 白金耳で少量の

ものを植えるのに も前処理 と培地 との間には密接

な関係がφつて、培養後の培地のpHが 余 りにア

ルカ リ性であると結核菌は発育 しにくい｡こ れに

反 し、我々6定 量培養に於ては、O・lceと い うメ

スピベツトではか り得る最少の量ではあるが、培

地の割合か らするとかなり大量の ものま植 えるの

で、從來の場合以上に、前処理 と培地との聞には

密接な関係があるものと想嫁され、実際に4%の

NaOH水 で前処理をする揚合は、基汁に3%の

割合にKH2PO4の 入つた鶏卵培地が最 も発育が

良 く、又4%のH2SO4水 で前処理する揚合には、

茎汁に3%の 割にNa2HP40の 入 つ・た培地がよ

いことを証明している｡我 々の考えのように喀湊

の一定量中の生菌数を数で表わすとい うことにな

ると㍉喀疾が可及的に均等になぎことが最 も必要

なことである｡随 づて我 々は 前 処理には4%の

NaOH水 を使用 し、培地は原液に3%にK恥PO4

にの入つた培地を使用することに した｡叉 処理時

間は從來の方法でも、処理徒は直 ちた遠心沈澱 し

て植えて も、特に雑菌の侵入が多いとい うことも

無い③ので、その盤 これ を踏襲 し、均等になつた

ら直 ちに培養することにした｡

培養操作:1回 に喀出した喀湊 を滅菌 した シ

ャー レに探 らせる｡滅 菌 した濾紙で水様の部分 を

吸い取る｡そ の一・部をとつて塗抹染色標本を作 り

鏡検する｡若 し染色標本 を見て も結核菌が見えな

い揚合は、4%のNaOH水 で喀 湊 を5倍 乃至
ち

10倍 に稀釈する｡又 塗抹染色標本で菌が見えた

場合は、 その菌数に磨 じて10一 コ倍、10-2倍 、10
一3倍等に稀釈 して培塘に発育する聚落の数える事

の出來る程度に迄 うすめる｡そ れには次のように

すればよい｡先 す シヤー レに4%NaOH水 を1～

・・N--33一
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2ce加 えて滅 菌 した1ccの メ ス ピペ ッ トで2～3

分 か き まわす ⇔ この 際 使 用 す るメ ス ビペ ツ トは 、

目盛 が先 まで あ るの が 望 ま し い｡こ れ は喀 疾 を

NaOH水 で 稀 釈 して吸 い上 げ る こ とが醤 來 る よ う

に す るた めで あ る◇若 し も2ccのHaOH水 を

加 えて も、 未 だ 濃 厚 で ピベ ツ トで 吸 い上 げ に くい

よ うで あつ た ら、更 に1¢cを 追 加 して も よい｡

そ して掩 拝 に使 用 した メス ビペ ッ トで 吸 い 上 げ

て ・ その量 を読 んで これ を滅 菌 した 試 験 管 に入 れ

る◇ これ で シヤー レの 中 の喀 疾 の量 と、 これ に加
も ゆ

え たNaOH水 の量 の合 計 が わ か る◎ この舎 計 の

量 か らNaOII水 の量 を引 い た もの は、 シ ヤー レ

の 中 の喀 疫 の 量 と な るわ けで あ る｡喀 湊 の量 が わ

か れ ば、 塗 抹染 色 標 本 の検 査 で 菌 の 存在 しなV・時

は 、5倍 ル 至10一 璽倍 に な る まで 、 更 に4%のN

aσH水 を力1えて掩 絆 し均 等 化 す る◎菌 の 存在 す

る時 は、 その 多 少 に よつ て、 聚 落 の 数 え る こ との

IIG來る よ うに10三 倍 の もの を更 に10-2倍 、10

--3倍 等 に稀 釈 す る
｡こ の 場合 、予 め4%NaOH

水 を45cc宛 滅 菌 した 中 試 験 管 に分 注 して お い

て、10}葉 倍 に した もの をO.5cc加 えて10}2倍

と し、 同様 に して10-3倍 、1Q"一"4倍等 に稀 釈 す る

こ とが 便利 で あ る◎ そ して所 期 の稀 釈 液 のO・1cc

宛 を メ ス どペ ッ トで3本 乃 至5本 の増 地 に植 え

る｡培 養 した ら、斜 面 を動 か して 、培 養 した材 料

が斜 面 全 体 に うるお うよ うにす る｡そ の 際 、培 地

に凝 固水 が 無 い と、 なか なか 斜 面 に平等 に うるお・

い に くい か ら、滅 菌 蒸 溜 水 をO.1cc宛 加 え てお

い た方 が よ㌧(｡斜 面 を うる お した ら、培 地 の斜 面

を上 に して 横 に斜 面 台 に ね か し、 その ま ま37｡C

の鰐 卵 器 に放 置 す る｡1～2日 後 には液 が大 体乾

・くの で 、乾 い た ら封 蝋 して た て て37｡Cて の購卵

器 に培 養 す る｡我 々は稀釈 の 見 当 が 付 か な い時 は、

同 一 の材 料 を2段 或 は3段 に稀 釈 しで そ の 各 々に

つ い て増 養 して い る｡そ して10r2倍 で は 聚落 が数

え る こ とがlts來 ない程 沢 山発育 し.10-3・ 倍の稀 釈

で初 め て数 え る ことが 欝 來 、 しか も10-?倍 で計

算 ず る こ とが 必 要 で あ る場 合 は 、10-3倍 で得 た聚

落 数 の10倍 量 を もつ て10-2倍 稀釈 の 聚落 数 と

す るρ 今 一匹 の菌 か ら一 つ の聚 落 が 発 育 す る と仮

定 す る と 、我 々の 方 法 で 、仮}」に10--i倍 の 稀釈 で

聚落数が計算禺來たとすると、これは10-i倍 稀

釈のものを0.1cc植 えたのであるか らして・喀疾

10mg中 の生菌量 と考えて よV・｡なお稀釈する揚

合には、その都度 ピべツ トをかえればよいのであ

るが、ビペツ トをかえることは現在の歌態では不

可能であるので同一の ピベ助 トを使用 している｡

この場合は ピペッ トの内壁に粘稠な喀疾のNaOH

水による均等液が付着するので、各稀釈毎に、そ

の液をピペツ トで吸い上げ、叉 これをはき出すご・

とを4～5回 繰 り返 して充分に洗 うようにするこ

とが必要であるe

培地:

基汗麟 劉 畿
基 汁100ccに 対 して全 卵 液200c6を 加 え、よ く

麗 搾 し、 これ に グ リセ リン6cc,2%の 、マ ラ ヒ

ツ ト緑 液 を6ccを 加 えて 、よ くまぜ 、5～7cc宛

中試験 管 に分 注 して 、血 清 凝 固 器 で90｡C、1時

間 で1回 か た め る｡萬 來 上 つ た培 地 は緑 の 濃 い 色

を呈 し、 凝 固 水 のpHは6・2前 後 で あ る%こ れ

を3%KH2POI培 地 と よぶ こ とに す る｡

皿【 余等の方法についての

二つの基礎実験

(1)3%KH2PO4培 地 に4%NaOH水 を

加 え た場 合 の凝 固水 のpHの 変 化'

5～7cc宛 目分 量 で 分 注 した3%KH2PO4増 地 の

凝 固水 の01cc前 後 存 す る培 地8本 を使 用 して 、

これ に4%NaOH水 昭を0.1cc宛 加 え て 、1直ち に

斜 面 全体 を うるお し、斜 面台 にね か しなが ら、試

験 紙 を用 いて 其 の液 のpHを 時 聞 的 に追 及 して見

た｡そ の 成 績 は 第1図 の よ うで あ る｡一.・

即 ち3%KH?PO4培 地 のpHは 何 れ も皆6.2

で あつ て 、4%NaOH水 を加 えた 直 後 灘1時

聞 後 で は何 れ も9.6以 上 で あつ て試 験 紙 で は 測

是する事は不可能 で あつ たが、2時 聞後に鰍

9β と大多数測定萬來るようになり、時間の経過

と共たpr{が 次第に低下 し、9時 闇乃至10時 閥

後にば中性とな り、更に24時 聞褒には6・4と

酸性 とな り、48時 聞後には62と 一N翫OH水 の

加える前のpHに もどつている｡我 々は前に1%

_34
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第1図,
ひ ち ゆ

3%KH2PO,培 地 に4%NaOH水 をO・1ce

加 えた時 の擬既水のpHの 時間的 の変化

心.¢

嚇,《〉

5.O

pH70

レ 露縫
一 恥室題笛 閤

にKH2PO4が 原液に混入された培地の実験では

菌液の浮游液の'pHが 測定萬來 る範囲であると、

培養 して得る聚落数は大体同じであることを証明

している(4)｡随2て この場合で も2時 間X"C・は結

核菌の発育には影響の無いものと思われる｡問 題

となるのは培養直後の歌態であるが、この場合は

凝固水によつて2倍 前後に稀釈され、又喀疫自身'

の緩衝作用なども考えられる故障碍 される程度は

少V・ものと思われる｡実 際に徒述の様に從來の硫

酸法に比 して余等の方法が決 して劣 らない成績 を

示 している｡

(2)4%NaOH水 による喀疫の均等液 と、

これを遠沈してその上澄 と沈澄 を培養 した成績｡

第1表4%NaOH永 による喀褒の均 等液、上澄 、沈渣の培 養成績

患
者
番
号

(15)

(16)

(17)

落湊の性駅 喀 湊 量

粘液酬 一

膿 檬 0.8ee

粘液劇 一

(・8)…繍

(19)

(20)

膿 様

粘液膿檬

0｡50c

の
菌
数

塗
抹
標
本

6

30

稀
釈
倍
数

10-i

10三

10-s

10-L

培 養 成 績

均 等 液

君研

冊

蛾37
.6

1.4

O.6

上 澄

ヤ㈱

沈 渣

脚

冊

39.0

1・ ・6re

1・ ・2

3・・i

・2・3卜 ∴

2、3

13、3

註:1)塗 沫標本 の菌数は数 規野の平均 を示す◎
2)培 養成績は培地5本 の平均聚 落数 を示 し・冊 儲 等 記 した｡聚 落が多 くで数え切れな ㍉

,いことを示 し,酬 は 冊 よりも数の多い事 を示ナ｡

　

喀痩 を4%NaOH水 で均等化したものを・そ

のまま0.1¢c宛 培養 し、更にごれ を1分 間3000

廻縛の遠心器で ⑩ 分遠心沈澱 し・その上澄及び

沈渣 を同様に してO.1cc宛 、5本 宛の3%KH2

PO{培 地 に植えて石週緩に発育 した聚落数を平均

して比較 した｡す ると第1表 で見る様 に・3者の聞

には著明の差嬬無いことが証明された｡邸 ち4%

NaOH水 で稀釈 した喀湊は集菌 しても集 りに く

い事を示す ものである｡
麟

Tワ 余等の定量培養法と從

來の硫酸法との比較

___35-_



210

第2表 定量法と硫酸法との比較

一
実
験
番
号

患
者
番
号

喀屡の性歌
1＼ 摯磁4%Na… 水i舗 麟
籍 ㌦ ＼陵

4%H2SO4水

＼3%KH・PO・ 岡 片 倉1%KH'PO・

(・)i粘 液膿劇 10-1 10,5 22、3

1

五

(2)

(3)

(4)

膿 醸

(5)

〈G)

(7)

(8)

(9)

δo)

(i1)

(12)

(13)

(14)

粘液膿様

粘 液 様

粘液膿様

粘 液 様

78 10司 143.6 7｡8

83 10--s 44、0 6.0

80 10--5 310" 14｡4

正乱 方 正32.0

1L3 5.3

ISD 5,0

1.e 4.7

0,3

∴

5倍

O.3

0.3 0,3

O.7 O,3

0.3

α三

03

註:正)塗 抹染色標本 中の菌数は数覗 野の雫均値 を示す｡

2)処 理液、培地 の下の欄 の数字は培地5本 の平 均聚 落数を示す｡
曳

第2表 、実験1は 喀湊の塗抹染色を先す作つて

見る｡そ して滅菌 した磁製の乳鉢に喀疫全部 を入

れて乳棒でよく播 り、可及的均等 とし、菌陰性の も

のは0.5cc宛 、駒込のピペツ トで吸V・上げ、一方
へ

は予め4%NaOH水4.5cc分 注 した ものに加

え、他方は4%H2SO4水45解 分注 した もの

に加えて、夫々10rコ 倍に稀釈 して之等 を振邊 し

て均等にし、前者は3%KH2PO4培 地にO.1cc

宛を定量的に培養 し、後者は從來の方法により直

ちに1分 間2,COO廻 軸の遠心器で10・分聞遠心沈

澱 して・その沈渣を・M]JY倉 培穐に1白 金耳宛培

養 した｡塗 抹染色標本の槍査で結核菌の陽性の も

のは、乳鉢でよく揺つた喀疾の0.5ccを 滅菌 した

蒸溜水 覧5ccに 加えて10-i倍 として更に同様

にして10-2、10r3培 等 に稀釈 し、 予定の一階

手前の所までこのように蒸溜水で稀釈 して、更に

4%H£04水 及 び4%NaOH水 を4.5cc宛 分

注 した もの に前 述 の 蒸 溜 水 で稀 釈 し た 喀湊 液 を

O・5cc宛 加 え て予 定 の 稀釈 と し、 よ く振 盟 して均

等 と し、N&OH水 に よる稀 釈 液 は定 量 的vaO.1

cc宛 培 養 しH=SO4水 に よる稀 釈 液 は 前述 の よ う

にして灘 し・醗 碗 岬 験 馳 瞳 抹培養

した｡培地は5本 宛使用 し、4週後に発育 した聚落

数 を比較 した｡域績は第2表 、実験正のようであつ

て10-i借 稀釈の ものを除いては定量培養の方が

聚落の数が著明に多い◇これは稀釈が高度であつ

たことと遠心器が21000廻 軸以上廻 らなかつたこ
…轍 とで集菌が不充分であつたためであろう

｡次 に実

験1正は塗抹染色標本の検査で菌の証明されなかつ

た もののみである｡実 験1と 同檬にして滅菌 した

.乳 鉢で喀疫 をよく播 り均等 となし、O.5cc宛 を駒

込のビペツbで 吸い上げ、一方は4%NaOH水 で

一 一一36_
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5倍 に稀釈 し、侮方は4%H2SO4水 で10三 倍に

稀釈 して、前者茸3%KH,・PO'i培 地に定量的に 、

培養 し、後者は1分 間3,000廻 韓の遠心器で10分rk

間遠心 して、その沈渣を1白 金耳宛"1%KH2PO4

培地(原 液に1%の 割合にKH2PO4の 混入 され

た培地)を 屠養 した｡翼 の成績は表で見るように

両者に於ては殆んど差が無い｡以 上二つの実験か

1ノ 第3表

ら稀釈が低い揚合は余等の定量法 と從來の硫酸法

とでは成績に於て差が無いとbう ことが毘來る｡

又雑菌は両者共 ユ本 も証明出來なかつた｡
難

V定 量培養 による二,三の

・喀 葵の実験 煽

(1)喀 疲の窒温放置の増養に及ぼす影響

喀湊の室濃放置の培養に及ぼす影響

儲 名縢 の髄 畷 室海 醸 の便嗣 罐 難本中隣 釈鱗 際 落 数陵 蒙鑑

(A)

(B)

(C)

1220.4蓼

4230.2

純

膿

檬i一

4gl織 一明 ・66・5・

"-3・ 一引 ・7・3Nl・

7 20 O,2 6・ トト 吋 5.3 0

11 27 O.2
麹53

14 30 0.2 74

1 221 ・・2149

4 23 0.2 69

一一1,:一2,

一・3
,-4,

X 8

X 8

292.0 0

4S・71・ 一

7 20 … レ581-2・-3・1 5,8 r

11'27 O.1 23

14 3・ 卜 ・2 45

1 22 0.2 9

4 23 02 29

一1,-2,

一3,一 一4,

1,0 4」

X 8

194.5 0

89.5 0

7 20 0.1
.∫51-2・-3・1

4,5 1

11 27ト … 18

14 30 O,2 76

一1,一 一一2,

　

x「8

X 8

註:1)室 溜 はCを 示す｡

2)塗 抹標本 中の菌数 は数麗野の平均 を示す｡

3)
騒稀釈倍数は 一1・-2等 あ るは10-1・10-2倍 のことを示す｡

4)聚 落数は喀湊O・Olmg中 の ものを示すδ

喀湊 を室温に放置した揚合、喀疫中の結核菌は、

どの程度に滅少するものか と思い実験 し孝｡こ の

実験は6月 下旬に行われたものである｡先 す喀出

した当日に喀湊の塗抹染色標本 を作 つ て菌数を

見、次にその一部 を探つて、聚落の数 えることの

欝來る程度に稀釈 して定量的に培養 し、残 りの喀

疫をシヤー レに入れたまま室温に放置する｡2～3

!日 後に又塗抹染色標本の検査 と定量屠養 をやる｡

このようにして14日 の聞喀疾 を放置 して、その間

5回宛の槍査 をした｡な お喀湊の稀釈は最初は10弓

倍、10三 倍にして両稀釈の部分 を培養 し、放置日

数の檜すと共に菌の減少することを予想 して10r2

倍、10r3倍 とし、最後の頃は、10"-t倍10τ2倍

稀釈の部分を植えた｡培 地は各段階の稀釈につい

て4本 宛使用したQそ して4週 目に 発育 した 聚

落数を平均 し、これ を1(H倍 稀釈の ものを0・1

qc培 養 したことに換算 した｡即 ち=聚落数 は0・01

mg中 の生菌数ということになる｡成 績は第3表

_一 一37__.
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のようである｡帥 ち塗抹染色標本の検査では、菌

数は実験期聞中大差 を認めないが、聚落数は4日

目には約1細,%,Y2等 に減少してお の、又1週

日となるに随つて著明に減少 している｡な お11日

目はBに 於てのみ雑菌の侵入を認めないで結核菌

の聚落が1ケ 発育 したが、A,C,の 零例に於て

は培地の全部k雑 菌が侵入してその成績は不明で

あつたe又14日 目に於ては3例 共、その培地の

全部 に雑菌が侵入 し、随つて11日 同様、結核菌

の聚落の欺態は不明であつた｡以 上 を総 合する

と、喀湊の室温放置 日数の増すと共に、生菌数が

減つて來る｡そ れと共に雑菌の侵入が多 くなつて

來 るということが畠來る｡

.(2)同 一患者についての喀出時間を異に じた

喀疲の培養細.・

(a)は 午前7時 …より午後7時30分 の間に喀禺

された10ヶ の喀湊kつ いて培養 し、35日 目に発

育 した聚落 を比較 した｡(b)は 午前8時 より午後

5時 迄の闇に喀出された6ケ の喀疾 を、又、(c)

は午前7時 より午後2時 迄の間に喀出した ものに

つき、夫 々培養 し、45日 目に発育 した聚落数を

比較 した｡之 等3例 は何れ も塗抹染色標本で結核
撫

第4表 同一患者 についての喀 出時聞 を異 に した喀湊の培養

鞭

患者名 旙 号階 出 時 剛 鞭 の 齢1喀rs量 聚 落 数

(a)

《 ・)樋 帥7・e・ 純 膿 棚o・3c・ 65.6

(2)1〃8・2・i粘 後 膿 釧 ・・3cc 冊

(3)レ9…i粘 液 様 ・3cc L8

(4)〃10,00

(5)睡 α3・

(6)〃1.00

(わ1・13・2・

(8)レ5…

(9)レ6・3・

(・0)1!i7・3・

粘 液 膿 様

O,4ec 49.6

0,1cc 3,4

0・3ccノ 2,4

・・5・cl26・6

た や 　　 　

α7・ct23・8

O.2cc L6

0ユcc 204.0

(b)

(・)睡8… 漿 液 様11、3・ ・1

(2)1〃9…1粘 液 膿 劇2伽 16.O

(3)　 三2…i粘 液 膿 様 野2,5cc 2、6
轟

(4)睡 ・・e・!粘 液 劇 …cc}.4・ ・6

(5)k3… 隙 液 膿 懐 ・・8・・

「～6)〃5… 擁 液 槻 α8ccl

1.0

O,S

(c)

(・)1前7・ ・0

(2)レ8ユ5
粘 液 膿 様

12c¢ 51,2

O.8c¢ 35.8

(3}レ8・4・1粘 液 欄 α2cc/ LO

(4Sレ ・…i粘 液 水 様 ・2c・ 2G、e

(5) ,陵2…!粘 海 水 劇 ・・6・c

註1)喀 出時間は.の 前

は時,・以下は分を

示す

2)聚 落 数は培地5本

の平均値 を示す｡

一一一38
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菌の証明出來なかつた ものであつて、前述のよう

に4%NaOH水 で ⑩　ユ倍に稀釈 して定量培養

をやつたガなお培地は1っ の材料について5本 宛

使用 した｡成 績な第4表 に示すようである｡

即ち(a)に 於ては聚落の多いものは数 え切れ

ない ものか ら、少いのは1.6ク という工合で、其

の聞にかな りの動揺がある｡又(b)に 於ては、多
ノ

い の は41・6ク よb陰 性 を示 した も4)ま で あつ て 、

この 場合 で もか な りの動 揺 が ある｡次 に(c)に 於

で も陰 性 を示 した ものか ら、最 も多 い の は=51.2ク

第5表

というようにかなりの差がある｡,即 ち以上3例 の

笑験成績か ら喀痩中の結核菌数は1日 の中で もか.

なり動揺 しているものであることは明かである｡

なお喀疾の性歌 と聚落数を対比 して見ると、我々

の例では性歌 と聚落数との闘には、はつき妙した 靴

関係は認められなV・｡・
や ゆ

・(3)一 定の期糊の連続fimas・

短期間の闇に4例 の患者の毎朝喀出 した喀湊 を

蓮続的に定量培養を実施 した｡之 等の患者は実験

期聞中、特 に臨鉢所見に於て変化の無かつた もの

一定の期聞の蓮続培養

鐸

患劃 撒 日陳 の性状騰 劉 喀 褻 酬 轍 鱗 際 落 綿 定の日1
9粘 液 漿 液 劇 ・・3ce

(イ)

(ロ)

(ハ)

(二)

正0

12

23
/

24

26

28

30

23

24

26

27

28

30

24

26

27

23

30

粘 液 膿 様
1,2ec

0,3co

8' 0.5cc

膿

懇

、

様

51・ ・4qc

・6リ ・・7cc

2410.8｡c
l

・3い3・cc

11 1.4cc

0.3ec

粘 液 膿 様

1,4ce

0.9c9

L5cc

0・70c

LO

2.3

粘 液 膿 檬
0.1

L3

全覗野で
2匹 0・8

1160.0・

　 り

(_ユ,;i--3,)ヨ ・・2聰
のwa1

1.4

〉
ハ0

合◎

5

=

一
FO

ケ
`

=(

O.8

、0.6

3200

0,6

)の4

6

1

=

一
耀正
FO=(

12000

29

0.6

20.8

㎝

6週

一1

(-1,-2,)

O.8

5週

O.2

330,0

3α5

12、4

202.0

5週

註:1)

2)

2)

ヘ
ノ

㍉
ノ

4

も

採取 日は6月 中の日を示す｡1

塗 沫標本の検査は数 視野 の平均菌数を示す｡

稀釈倍数の()の 中は実際に実験 した倍数を示 し、外は聚 落の表 わ した稀釈倍数を示すぴ叉
一1,-2等 は1e-"t,10}2倍 を示す｡

聚落数は5本 の培地 の平均 を示 し、文稀釈倍数 の()の 外 の倍数 にiwa・k・・…した

到定の日は培養 日より起算 しての 日数 を示ナ｡・

_39一
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の みで あつ た｡(イ)は4日 間 に3回 、(ロ)は8日

闇 に5回 、(ハ)は8日 聞 に6回 、(二)は7日 間 に

5回 、 実 施 して い る｡そ の 成績 は第5表 の よ うで

あ る｡即 ち之 等4例 に於 て は 、何 れ も聚 落 数 に於

て 著 明 の動 揺 が 見 られ る｡

VI線 括並びに考察d'

喀湊中の結核菌の検寓は、肺結核症 を取扱 う揚

合 に於 て可なり大きな役目を演 じている｡

現在、確実で、最 も庚 く磨用されているのは培

養法である｡最 近、肺結核症の外科的療法が盛ん

に行われ、或は種々の治療藥が使用 され、更に之

等の療法、治療藥等の効果の批判が行 わ れ て い

るが、この揚合、喀疫中の結核菌の消長は、その

1っ の指標 として、大きく取 り上げ られている｡

しか も現在迄の培養法は、V・わば定性の方法であ

つて、この方法では、その消長 を正確に、把握す

る こ とは むすか しい｡最 近佐藤(5)は余等の考の
ノ

下に4%のH2SOa水 をもつて処理 しNa2HPO4

の入つたアルカ リ性の培地 を使用して定量的に培

養することを発表 している｡し かしH2SO4水 に

よる揚合は、喀湊 を均等にするのビ骨が折れ、繰

作 としてはかなわ繁雑である◇それで我 々はNa

OH水 を用いて喀疾の均等化を容易にした｡我 々

め方法によれば、1ク の喀湊 を培養 し了るに要す

る持 聞は数分であるびしか も余等の方法は、從來

の硫酸法に比 してその性能に於ても差が無い｡の

みならす培地のpHが6.2で あり、培養後 も6・2

の ように酸性に傾 くので・雑菌㊧侵入 も少いよう

である｡1匹 の結核菌か ら1ク の聚落が、発育す

るとすれぱ、余等の方法により、喀疫の一定量の

中に何匹の生菌数が存在するか とい う推定が出

來、喀痩を一・定期間の闇隔 をおいて増養すれば、

かな り正確にその消長 を知ることが拙來 るわけで

ある｡但 し我々の実験では、喀湊中の生菌数は同

鱒の患者でも、喀翫される時間によつてかな り変

動があ わ、又一定期間の朝の喀疫を蓮続的に埼養

して もその聞にかなりの差があることが証明され
の

でいる｡随 つて結核菌の消長を正確に 知 る た め

には、1日 の間に喀出された全部の喀痩 について

培養すると共に槍査する聞隔 をなるべ く短 くして

頻繁に検索する事が必要 と思われる｡叉出來れば、

定期的に1週 間の連続培養 を実施することも意味

あることと思われる｡我 々の所では外科的療法 を

やつているもの、Streptomycinを 使用している患

者については少 くと竜1週 聞1度 の槍査 を原則 と

している｡又 蓮緯培養 も実施 している｡我 々の所

の外科的療法前後の喀湊中の結核菌の漕長につい
の

て越既に塩沢(6)等によつて発表 されているが この

様な方法による菌の検索は從來の成績に比 してか

な り差のある事を見ている｡我 々の方法は勿論完

成 した ものとは思つていない｡然 し從來の方法に

比 して一歩を進めた ものと思つているっ

VII結 論

(?).喀 湊の塗抹染色標本の検査で菌が陰性の

場合は、4%NaOH水 で5倍 乃至10倍 に称釈

し、又陽性の場合は、そ の菌数の多少により10-IN

倍、.10r2倍等、聚落の数えることの出來るように

適当に稀釈 してO・1ec宛 次のような培地に培養す

ることによク、一定量中の喀湊中の生菌数 を定量

的に推定することが出來る｡

培地:KH2PO43・Og
基汁 味め素1.Og蒸溜

水100cc

基汁100ccに 対 して全卵液200ccを 加え、こ

れに2%マ ラヒツ ト線液6cc、.グ リセリンを6cc

を加えて、中試験管に分注 して血清凝固器で90｡

C、1時 間でかためる｡

C2)喀 湊 を室温に放置すると喀疾中の生菌数

は次第 に減少すると共に雑菌の侵入が多 くなる｡

(3)喀 湊中の結核菌は、同一の患者で、しか

も同一の日に喀出したもので も喀出された時間に

よつて、聚落数に於てかなりの変動がある｡叉 同
一・患者の喀湊 を連 日培養 して見て も、i聚落数の著

明の変動がある｡
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